
日
本
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
動
向
と
課
題

ー
教
育
学
を
中
心
に
i

は
じ
め
に

従
来
、
日
本
に
お
い
て
批
判
的
思
考
に
関
す
る
研
究
は
少
な

か
っ
た
。
例
え
ば
初
期
の
研
究
と
し
て
は
、
大
野
が
数
学
教
育
に

お
け
る
批
判
的
思
考
概
念
を
、
思
考
の
批
判
、
明
確
な
思
考
、
論

理
的
思
考
お
よ
び
証
明
の
本
質
、
反
省
的
思
考
、
問
題
解
決
と
い

う
観
点
か
ら
整
理
し
た
り
、
佐
藤
が
雑
誌
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

自
己

5
E
Z
S一
明
。
吋

CB)
』
か
ら
主
要
な
論
文
を
翻
訳
し
た
中
に
、

大
学
に
お
け
る
批
判
的
思
考
指
導
法
の
改
善
に
関
す
る
論
文
が
収

録
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
急
速
に
研
究
が
進
み
、
「
批
判
的
思

考
」
を
題
目
に
し
た
著
書
お
よ
び
論
文
が
多
数
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
試
み
に
、
国
立
情
報
学
研
究
所
論
文
清
報
ナ
ピ
ゲ

i

樋

，+ゅ
ぷム

口

直

タ

(
C
Z
Z
)
を
用
い
て
検
索
す
る
と
、
論
文
名
に
「
批
判
的
思

考
」
の
あ
る
条
件
で
二
三
五
件
が
、
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
」
の
条
件
で
一
四
七
件
が
、
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考
」
で
三
件

が
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
「
(
リ
ユ
門
宵
包
吋
古
口
付
E
m」

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
論
文
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
(
い

ず
れ
も
こ

O
一
一
年
八
月
現
在
)
。
し
か
も
、
上
記
の
合
計
中
、

ニ
0
0
0
年
以
降
の
論
文
は
=
二
二
件
で
あ
り
、
一
九
九

0
年
代

の
五
二
件
、
一
九
八

0
年
代
以
前
の
二
一
件
と
比
較
し
て
、
大
き

な
差
が
見
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
の
有
無
や
重
複
の
問
題

を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
に
せ
よ
、
論
文
数
だ
け
で
も
今
日
に
お

け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
活
況
が
見
て
と
れ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
批
判
的
思
考
研
究
は
、
教
育
学
だ
け
で
な

く
、
哲
学
、
経
営
学
、
看
護
学
、
心
理
学
等
、
複
数
の
分
野
に
わ

。J



た
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
根
拠
と
な
る
情
報

に
も
と
づ
い
て
主
張
や
事
象
を
論
理
的
に
分
析
し
た
上
で
、
そ
の

妥
当
性
を
評
価
し
な
が
ら
意
思
決
定
や
問
問
題
解
決
を
行
う
と
い
う

点
で
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
強
調
さ
れ
て
い
る
点
は
研
究
分
野

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
横
断
的
に
検
討
す
る
こ
と

は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
指
導
を
考
え
る
上
で
意

義
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
本
稿
で
は
、
日
本
に

お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
動
向
を
展
望
し
、
教
育
学
に
お
け
る

特
徴
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
な
研
究
方
法
と
し
て
は
、
以
下
の
手
続
き
を
と
る
。
ま

ず
論
文
の
選
定
お
よ
び
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記

Q
Zロ
を
用

い
て
検
索
さ
れ
た
文
献
を
対
象
と
す
る
。
研
究
テ

i
マ
を
明
確
に

す
る
た
め
、
論
文
名
に
「
批
判
的
思
考
」
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
」
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考
」
が
あ
る
も
の
を
検
索
条
件
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
批
判
的
思
考
に
開
削
す
る
内
容
の
論
文
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
表
題
が
上
記
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
原
則
と
し

て
対
象
と
し
な
い
。
こ
の
中
で
、
学
会
の
大
会
発
表
要
旨
集
等
、

一JIBE'
二
ペ
ー
ジ
し
か
な
い
も
の
は
除
外
す
る
。
ま
た
英
文
で
書
か

れ
た
論
文
お
よ
び
筆
者
(
樋
口
)
白
'
身
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
考

察
の
対
象
外
と
す
る
。
以
上
の
手
続
き
を
経
て
残
っ
た
候
補
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
収
集
に
努
め
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
著
書
に
つ
い
て
も
国
立
国
会
図
書
館
や
イ
ン

タ

i
ネ
ッ
ト
書
信

m
g
R
O
D
の
デ

i
タ
ベ

i
ス
等
を
活
用
し
て
、

向
様
に
「
批
判
的
思
考
」
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
」
「
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
思
考
」
が
あ
る
文
献
を
選
定
し
た
。
さ
ら
に
、
高
業
誌

や

C
Zロ
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
論
文
、
書
籍
の
一
部
で
批
判
的

思
考
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
可
能

な
範
閣
で
収
集
し
、
対
象
と
し
た
。
以
上
の
結
果
、
最
終
的
に
は

論
文
と
著
書
合
計
約
二

O
O
件
が
分
析
対
象
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
哲
学
、
経
営
学
、
看
護
学
、
心
理
学
お
よ

び
教
育
学
の
分
野
ご
と
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
論
文
を
取

り
上
げ
そ
の
内
容
お
よ
び
特
徴
を
整
理
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
う

ち
、
教
育
学
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
概
念
と
原
理
、
教
科
教
育

学
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
、
高
等
教
育
の
四
分
野
の
研
究
を
概

説
し
な
が
ら
、
特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
本
稿
で

扱
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
著
の
表
現
を
尊
重
す

る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
記
述
で
は
「
批
判
的
忠
考
」
以
外
に
、

「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
(
・
)
シ
ン
キ
ン
グ
」
「
の
ユ

zg]門

y
z
f
z
m」
が

並
存
し
て
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。



一
、
教
膏
学
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
概
念
と
原
理

一
九
七

0
年
代
か
ら
批
判
的
思
考
の
研
究
に
携
わ
り
、
日
本
に

お
け
る
先
駆
者
で
あ
る
井
上
は
、
一
般
意
味
論
を
手
始
め
に
、
患

考
と
ニ
一
一
口
語
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
は
、

ワ
ト
ソ
ン
・
グ
レ
イ
ザ

l
(
の
・
者
巳
ω
C
D
S
仏
何
・
玄
・

2
2
2・
)
批

判
的
患
考
テ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
久
原
ら
と
と

も
に
日
本
語
版
テ
ス
ト
を
開
発
・
実
施
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
思
語
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
流
れ
を
展
望
す
る
と

と
も
に
、
主
要
な
批
判
的
思
考
の
定
義
を
整
理
し
た
り
、
一
般
意

味
論
や
論
理
的
思
考
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ら
を
ふ

ま
え
て
、
国
語
教
育
に
お
け
る
思
考
指
導
の
方
法
や
、
自
ら
が

一
言
語
論
理
教
育
と
呼
ぶ
、
一
一
一
一
口
語
化
さ
れ
た
主
張
・
命
題
の
真
偽

性
、
妥
当
性
、
適
合
性
を
、
二
疋
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
判
断
し

評
価
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
教
科
書
教
材
や
実
践
事
例

と
と
も
に
体
系
化
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
小
笠
原
も
ス
ミ
ス

a・c・
ω
B芹
『
)
の
批
判
的
思
考
論
に
も
と
づ
い
て
、
論
理
と
言

語
の
関
係
を
検
討
し
て
い
じ
。

一
九
九

0
年
代
に
な
る
と
、
足
立
が
一
般
意
味
論
お
よ
び
ブ

ル
i
ム
(
∞
・
ω・∞一
0
0
2
)

か
ら
ポ

i
ル
(
同
で
何
回
己
)
へ
の
わ
ユ

t
g一

1
2
E
r
E
m
の
系
譜
や
、
ア
メ
リ
カ
各
州
の
学
校
に
お
け
る

普
及
状
況
に
つ
い
て
示
し
た
。
沼
本
も
、
ポ

i
ル
に
よ
る

わ
号
宵
巳
吋
町
一
口
}
ハ
吉
間
の
概
念
規
定
、
お
よ
び
ケ
ネ
デ
ィ
(
玄
・
云
・

同
8
5
(守
)
に
よ
る
初
等
中
等
教
育
の
授
業
の
実
態
報
告
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

批
判
的
思
考
を
教
育
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
志
摩
は
、
自
然
と

社
会
を
と
も
に
主
体
の
側
か
ら
対
象
化
し
、
そ
れ
ら
を
つ
ら
ぬ
い

て
科
学
的
、
合
理
的
精
神
を
は
た
ら
か
せ
る
と
批
判
的
忠
考
を
定

義
し
た
上
で
、
批
判
的
リ
テ
ラ
シ
!
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
教
育

上
の
意
義
を
強
調
し
た
。
孫
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
批
判

理
論
を
手
が
か
り
に
、
批
判
的
思
考
に
政
治
的
批
判
の
意
味
が
欠

け
て
い
る
こ
と
や
、
批
判
様
式
を
弁
証
法
的
な
否
定
と
し
て
と
ら

え
直
す
こ
と
を
提
案
す
る
。

平
井
は
、
一
九
九

0
年
代
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論

を
研
究
す
る
中
で
、
討
議
に
よ
る
批
判
的
思
考
の
育
成
を
通
じ
て

市
民
が
自
己
を
相
対
化
し
他
者
と
の
共
存
の
た
め
に
自
ら
の
考
え

を
変
化
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
民
主
主
義

に
お
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
山
田
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の

「
質
の
高
い
教
育
」
や
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
教
育
指
針
に
お
い
て
批

判
的
思
考
が
目
標
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
強
制
収
容
所
関
係
者
が

善
悪
や
不
正
を
区
別
す
る
能
力
を
欠
い
て
お
り
、
人
権
教
育
と
い

う
観
点
か
ら
批
判
的
思
考
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
の
重
要
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性
を
指
摘
す
る
。

林
は
、
エ
ニ
ス
、
マ
ク
ベ
ッ
ク
(
]
肘
・
玄
も

2r)
、

ル
(
出
・
盟
諸
色
)
、
ポ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
批
判
的
思
考
の
概
念

的
特
質
を
整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ニ
ス
に
つ
い
て
は

一
九
六

0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
研
究
を
進
め
る
中
で
、
用
語
や
概

念
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
シ

i
ゲ
ル
に
つ
い
て

は
、
批
判
的
思
考
に
は
理
由
を
査
定
す
る
能
力
と
批
判
的
態
度
の

両
面
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
教
育
す
る
意
義
と
し
て
、
独
立

し
た
人
格
の
尊
重
、
成
人
に
向
け
て
の
準
備
、
合
理
主
義
的
伝
統

へ
の
導
入
、
民
主
的
生
活
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ポ
ー

ル
に
つ
い
て
も
、
多
様
な
意
見
の
中
で
自
己
の
思
考
を
相
対
化
し

て
、
公
共
的
諸
問
題
に
つ
い
て
自
律
的
合
理
的
に
判
断
す
る
と

い
っ
た
、
民
主
的
社
会
に
お
け
る
批
判
的
患
考
の
重
要
性
を
論
じ

て
い
る
。
マ
ク
ペ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
エ
ニ
ス
お
よ
び
シ

l
ゲ
ル

の
論
と
比
較
し
な
が
ら
、
主
題
特
定
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

浅
沼
は
、
授
業
改
善
の
あ
り
方
と
し
て
ポ

i
ル
の
対
話
的
教
授

法
を
例
に
、
情
意
的
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
、
ミ
ク
ロ
お
よ
び
マ
ク
ロ
な

認
知
的
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
か
ら
成
る
二
二
の
教
授
原
理
と
、

ふ
ま
え
た
単
元
計
画
の
事
例
を
検
討
し
た
。
酒
井
も
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
論
の
特
質
に
つ
い
て
、

シ
!
ゲ

そ
れ
を

。ホ

i
ル
の

原
理
に
も

と
づ
く
推
論
、
お
よ
び
多
様
性
や
価
値
を
含
む
多
重
論
理
の
観
点

か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

石
井
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
力
形
成
お
よ
び
思
考
教
授
研
究
に
お

い
て
、
情
意
領
域
が
ど
の
よ
う
に
教
育
自
標
化
さ
れ
た
か
を
分
析

す
る
に
あ
た
っ
て
、
エ
ニ
ス
の
「
性
向
」
や
ポ

i
ル
の
「
精
神
の

特
性
」
概
念
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
マ
ル

ザ

l
ノ
(
閉
山
・
〕
宮
内

5
8
0
)
に
よ
っ
て
、
「
思
考
の
次
元
」
の
一

つ
と
し
て
批
判
的
お
よ
び
創
造
的
忠
考
が
、
ま
た
「
学
習
の
次
元
」

に
お
い
て
は
「
精
神
の
習
慣
」
の
次
元
の
一
部
と
し
て
批
判
的
思

考
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
遠
藤
も
、

ウ
ィ
ギ
ン
ズ
(
の
・
巧
一
m
m
E
ω
)
の
「
真
正
の
評
価
」
を
中
心
と
し

た
教
育
方
法
論
を
検
討
す
る
中
で
、
学
習
内
容
を
網
羅
的
に
習
得

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
と
も
に
、
論
理
的
技
能
に
偏
っ
た
批
判
的

思
考
の
教
授
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

小
柳
は
、
批
判
的
教
育
学
と
の
比
較
に
お
い
て
、
批
判
的
思
考

に
お
け
る
「
批
判
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
批
判
的
教
育
学
の
「
批
判
」
が
、
現
状
を
分
析
的
に
理

解
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
問
題
へ
と
批
判
の
自
を
向
け
て
い

く
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
批
判
的
思
考
の
「
批

判
」
は
、
論
理
的
・
分
析
的
・
合
理
的
な
意
味
と
と
も
に
、
志
向

性
と
結
び
つ
く
自
己
省
察
や
生
き
方
へ
の
模
索
の
意
味
を
も
っ
と
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整
理
し
て
い
る
。
竹
川
も
、
批
判
的
リ
テ
ラ
シ

i
の
教
育
に
関
す

る
研
究
を
進
め
る
よ
で
、
批
判
的
思
考
に
お
け
る
「
批
判
」
を
、

エ
ニ
ス
の
理
論
に
も
と
づ
い
て
「
何
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
政
治
的

に
中
立
的
で
あ
る
こ
と
」
と
定
義
し
た
。

中
野
は
、
情
報
リ
テ
ラ
シ

i
が
基
礎
的
操
作
技
術
、
コ
ン
テ
ン

ツ
リ
テ
ラ
シ

i
、
批
判
的
リ
テ
ラ
シ
ー
か
ら
成
り
、
批
判
的
リ
テ

ラ
シ

i
が
批
判
的
思
考
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
上

で
、
批
判
的
思
考
の
指
導
に
お
い
て
は
内
容
の
扱
い
と
と
も
に
、

論
理
を
指
導
す
る
の
か
、
知
覚
を
指
導
す
る
の
か
と
い
う
課
題
が

あ
る
こ
と
を
指
捕
し
た
。
ま
た
、
一
一
一
一
口
語
使
用
、
社
会
的
実
践
、
権

力
関
の
関
係
を
中
心
に
扱
う
批
判
的
リ
テ
ラ
シ
!
の
授
業
と
、
適

切
な
根
拠
や
基
準
に
も
と
づ
く
公
平
で
偏
ら
な
い
態
度
を
も
っ
批

判
的
思
考
の
授
業
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
事
例
を
取
り
上
げ
分

析
し
た
。

二
、
教
科
教
育
学
に
お
け
る
批
判
的
思
考
指
導
論
と
実
践

各
教
科
に
お
い
て
も
、
批
判
的
思
考
指
導
の
方
法
や
教
材
と
と

も
に
、
実
践
事
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

社
会
科
教
育
に
お
い
て
甲
斐
は
、
直
接
教
授
可
能
な
技
能
と
み

な
す
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
、
直
接
的
教
授
を
不
毛
と
見
な
し
て
中
核

的
知
識
の
伝
達
的
教
授
を
重
視
す
る
保
守
的
立
場
、
ラ
デ
ィ
カ
ル

派
の
批
判
的
教
育
学
の
よ
う
に
直
接
的
教
授
が
不
可
能
な
社
会
変

革
志
向
と
見
な
す
立
場
に
分
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
批
判
的
思
考
研

究
を
整
理
し
た
。
ま
た
マ
ク
ベ
ッ
ク
の
批
判
的
思
考
理
論
に
つ
い

て
、
一
般
的
な
批
判
的
思
考
技
能
と
の
対
比
か
ら
学
問
特
定
性
を

(
げ
)

強
調
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
鵜
木
は
ト
ウ
ー

ル
ミ
ン
(
∞
・
何
・
吋
。
己
S
E
)
を
、
児
玉
、
竹
田
、
小
野
は
ベ
イ
ヤ

i

(
∞
・
内
∞
ミ

q)
を
、
小
野
は
ポ

i
ル
を
、
尾
原
は
オ
レ
イ
リ

i

(
H
P
0
.
河
江
戸
守
)
を
そ
れ
ぞ
れ
研
究
し
て
、
理
論
的
特
徴
を
明
ら
か

に
し
た
。
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具
体
的
な
教
材
に
即
し
た
研
究
と
し
て
、
渡
部
は
一
九
六

0
年

代
の
学
問
中
心
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
と
づ
く
中
等
ホ
ル
ト
社
会

科
、
お
よ
び
一
九
九

0
年
代
に
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
ポ
ン
ス
テ
イ

ン
グ
ル

C
・
〕
出
。
ロ
ω
巴
門
戸
生
)
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
た
。

そ
の
上
で
、
「
学
問
の
構
造
」
に
は
学
術
成
果
と
な
る
一
般
的
知

識
で
は
な
く
、
自
ら
疑
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
や
探
求
活
動
が
含

ま
れ
て
お
り
、
批
判
的
思
考
を
市
民
に
保
障
し
た
い
と
考
え
て
い

る
革
新
派
か
ら
も
学
問
中
心
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
支
持
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
他
に
も
社
会
的
構
築
主
義
に
も
と

づ
き
な
が
ら
、
地
図
の
見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
小
学
生
向
け
の
単

一
花
「
地
図
に
隠
さ
れ
た
作
成
者
の
思
惑
を
明
か
そ
う
」
を
開
発
し



(ω) 

て
い
る
。

喜
多
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
上

げ
、
歴
史
家
の
解
釈
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
解
釈
批
判
型
、
お
よ

び
歴
史
上
の
あ
る
状
況
下
に
お
け
る
複
数
の
政
策
を
批
判
的
に
吟

(
泌
)

味
す
る
政
策
批
判
型
と
に
分
け
て
事
例
を
分
析
し
た
。
ナ
ス
テ
イ

オ
ン
・
土
屋
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
二

O
O
四
年
版
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
歴
史
教
育
に
お
い
て
批
判
的
思
考
教
材
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
教
材
お
よ
び
授
業
モ
デ
ル
の
開
発

を
試
み
て
い
る
。
一
同
様
に
土
屋
武
志
・
土
屋
敦
子
は
、
日
本
の
中

学
校
の
歴
史
教
科
書
を
事
例
と
し
て
、
情
報
活
用
力
と
い
う
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
批
判
的
思
考
が
育
成
可
能
か
を
検
討
し
た
。
藤
原

が
中
学
校
で
の
民
間
人
校
長
時
代
に
手
が
け
た
「
よ
の
な
か
科
」

の
実
践
も
、
社
会
科
に
お
け
る
批
判
的
思
考
育
成
と
関
係
が
深

E

O

 

'
U
 

高
等
学
校
で
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
児
玉
が
世
界
史
に
お
け
る

歴
史
的
思
考
力
の
構
造
と
し
て
事
実
的
思
考
、
反
省
的
思
考
、
倒

佑
分
析
的
思
考
、
理
論
的
思
考
か
ら
成
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
上

で
、
「
ス
ペ
イ
ン
内
戦
」
の
単
一
冗
を
構
想
し
た
。
ま
た
広
島
大
学

附
属
福
山
中
・
高
等
学
校
で
は
、
批
判
的
思
考
を
柱
に
据
え
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
授
業
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
公
民
科
倫
理
に

お
け
る
単
元
「
親
驚
」
の
学
習
指
導
案
が
提
案
さ
れ
た
。
熊
野
も
、

ベ
イ
ヤ
!
の
思
考
技
能
教
授
を
参
加
型
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
対

応
さ
せ
る
こ
と
で
、
開
発
教
育
や
地
理
教
育
に
お
け
る
思
考
技
能

の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
語
科
教
育
に
お
い
て
は
「
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
リ

i
デ
イ
ン
グ
」
あ
る
い
は
「
批
判
(
的
)
読
み
」
と
結

び
つ
け
て
批
判
的
思
考
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
有
元
は
、

2ω
〉
型
読
解
力
の
中
核
で
あ
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
!
デ
イ
ン

グ
が
、
「
情
報
の
取
り
出
し
」
に
あ
た
る
テ
キ
ス
ト
の
正
し
い
理

解
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
か
を
客
観
的
に
観
察
し

て
、
よ
い
か
悪
い
か
の
評
儲
を
行
い
、
ど
う
し
た
ら
問
題
を
解
決

で
き
る
か
と
い
っ
た
批
判
的
思
考
と
関
係
深
い
点
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
文
を
根
拠
に
し
な
が
ら

自
己
主
張
し
て
、
文
章
の
「
理
解
」
「
解
釈
」
「
熟
考
・
評
価
」
を

行
う
学
習
方
法
と
し
て
、
読
書
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
の
授
業
を
提
案
し

た
。
ま
た
演
出
は
、
高
等
学
校
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ

i

デ
ィ
ン
グ
の
授
業
と
し
て
、
「
羅
生
門
」
に
お
け
る
老
婆
の
セ
リ

フ
の
リ
ラ
イ
ト
、
評
論
文
の
論
理
構
造
の
把
握
と
リ
ラ
イ
ト
、

デ
ィ
ベ

l
ト
の
ジ
ヤ
ツ
ジ
お
よ
び
反
論
、
ス
ピ
ー
チ
の
振
り
返
り

と
い
っ
た
実
践
を
提
案
し
た
。

北
川
や
諸
葛
は
、
司
窃
〉
に
お
い
て
高
成
績
を
お
さ
め
た
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
国
語
教
育
に
着
目
し
て
、
教
科
書
の
翻
訳
や
ワ

i
ク
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ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
語

教
育
で
は
発
想
力
、
論
理
力
、
表
現
力
、
批
判
的
思
考
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
表
現
力
)
の
五
つ
の
力
が
強
調
さ
れ
て
お

り
、
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
は
理
由
に
も
と
づ
い
て
考
え
る
、
い

く
つ
も
の
可
能
性
を
考
え
る
と
い
っ
た
練
習
が
行
わ
れ
る
。
ま
た

山
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
語
教
育
に
お
い
て
情
報
の
区
別
、
選

択
、
比
較
、
総
合
、
評
価
と
い
っ
た
批
判
的
な
読
み
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
を
、
自
ら
在
住
し
た
親
と
し
て
の
経
験
を
通
し
て
述
べ

て
い
る
。
同
様
に
、
三
森
は
ド
イ
ツ
の
言
語
技
術
教
育
に
も
と
づ

い
て
、
論
託
、
物
語
作
成
、
説
明
、
描
写
、
報
告
、
視
点
、
絵
の

分
析
に
関
し
て
、
問
答
ゲ

i
ム
等
を
攻
り
入
れ
な
が
ら
自
ら
教
材

を
開
発
し
て
実
践
し
て
い
る
。

井
上
尚
美
に
学
ん
だ
中
村
は
、
エ
ニ
ス
に
よ
る
批
判
的
思
考
の

定
義
お
よ
び
構
成
要
素
を
用
い
て
、
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の

内
容
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
論
の
分
析
に
つ
い
て
は
多
く

の
教
科
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
問
題
の
明
瞭
化
、
疑
問
、

情
報
源
の
信
頼
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
、
議
論
分
析
、
一
般

意
味
論
に
も
と
づ
い
た
教
材
研
究
や
授
業
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

香
西
も
、
修
辞
学
を
中
心
と
し
た
議
論
や
反
論
の
方
法
に
つ
い
て

国
語
教
育
の
立
場
か
ら
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
批
判
的
思

考
と
関
連
が
深
い
。

有
働
は
、
「
開
く
」
「
話
す
」
と
い
っ
た
音
声
言
語
指
導
の
歴
史

に
お
い
て
、
望
月
久
貴
の
「
か
ん
が
え
こ
と
ば
(
思
考
語
)
」
、
輿

水
実
の
ス
キ
ル
学
習
に
お
け
る
「
明
瞭
な
思
考
」
、
お
よ
び
森
岡

健
二
の
「
内
語
教
育
」
が
、
批
判
的
思
考
と
深
く
関
わ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
柴
田
も
、
今
日
に
お
け
る
批
判
的
リ
テ
ラ
シ

l
お
よ

び
批
判
的
思
考
の
重
要
性
を
、
戦
後
当
初
の
学
習
指
導
要
領
や
ア

メ
リ
カ
の
麿
史
教
科
書
の
事
例
を
あ
げ
て
主
張
す
る
。
そ
の
上

で
、
大
西
忠
治
を
は
じ
め
と
し
た
学
習
集
団
論
、
石
橋
勝
治
の
自

治
的
学
級
経
営
、
科
学
的
「
読
み
」
の
授
業
研
究
会
に
お
け
る
吟

味
読
み
の
実
践
例
を
分
析
し
て
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
討
論
や
探
究

に
よ
る
学
習
が
、
批
判
的
思
考
の
育
成
に
通
じ
る
こ
と
を
論
じ

た。

- 205-

話
し
合
い
に
関
し
て
新
屋
は
、
小
学
校
六
年
生
の
学
級
で
自
発

的
に
発
話
を
促
す
話
し
合
い
を
授
業
に
組
み
込
む
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
定
義
づ
け
、
多
角
的
視
点
、
論
理

性
、
推
論
、
抽
象
化
に
関
す
る
事
前
事
後
テ
ス
ト
を
行
い
、
統
制

群
の
学
級
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
話
し
合
い
を
取
り
入
れ
た

学
級
の
方
が
高
い
伸
び
を
示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
安

藤
・
出
所
も
、
批
判
的
思
考
訓
練
と
し
て
、
立
論
、
反
論
、
リ

サ
ー
チ
、
エ
ピ
デ
ン
ス
、
戦
略
と
い
っ
た
デ
ィ
ベ

i
ト
の
方
法
に



つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
さ
ら
に
仁
野
平
は
高
校
二
年
生
を
対
象
に

し
て
、
商
品
批
判
に
関
す
る
本
に
つ
い
て
強
引
な
論
法
が
な
い
か

を
指
摘
、
分
類
さ
せ
る
と
と
も
に
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
批
判
が

寄
せ
ら
れ
た
社
説
を
ど
の
よ
う
に
修
正
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て

(
ね
)

考
え
さ
せ
た
。

山
本
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
を
「
人
の
意
見
(
情

報
も
含
む
)
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
・
考
え
方
を

参
考
に
し
、
自
分
で
判
断
を
し
た
り
考
え
を
創
り
上
げ
た
り
す
る

力
」
と
定
義
し
た
上
で
、
自
ら
の
小
学
校
で
の
授
業
で
は
、
学
習

ス
キ
ル
を
集
中
的
に
教
え
る
と
と
も
に
、
一
入
学
び
の
時
間
、
読

書
会
や
レ
ポ
ー
ト
報
告
と
い
っ
た
、
書
く
活
動
と
情
報
収
集
や
情

報
交
換
を
目
的
と
し
た
対
話
活
動
を
多
用
し
て
い
る
。
ま
た
学
級

づ
く
り
で
は
、
協
同
学
習
、
班
日
記
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
考

え
た
こ
と
と
そ
の
棋
拠
を
み
ん
な
で
て
い
ね
い
に
検
討
す
る
と
い

う
体
験
を
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
実
証
的
研
究
と
し
て
松

尾
・
丸
野
・
山
本
は
、
日
常
の
授
業
実
践
に
よ
る
批
判
的
思
考
の

育
成
と
い
う
観
点
か
ら
小
学
三
年
生
の
呂
語
授
業
を
分
析
し
た
。

そ
こ
で
の
児
童
の
論
誌
は
、
根
拠
や
推
論
を
明
確
化
し
た
も
の
へ

と
精
級
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
師
に
よ
る
発
同
等
の
働
き
か
け

の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

英
語
教
育
に
お
い
て
は
、
鈴
木
・
大
井
・
竹
前
ら
に
よ
る
、
ク

リ
テ
イ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
教
育
の
歴
史
、
自
本
に
お
け
る
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
教
育
と
方
法
論
、
高
等
教
育
を
念
頭
に

誼
い
た
読
み
、
書
き
、
デ
ィ
ベ

i
ト
、
異
文
化
理
解
、
日
本
語
教

育
の
実
践
を
テ

i
マ
と
し
た
著
書
が
あ
る
。
例
え
ば
エ
ッ
セ
イ
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
に
お
い
て
は
、
ト
ゥ

i
ル
ミ
ン
モ
デ
ル
に
も

と
守
つ
い
た
論
証
文

(
R
m
5
5己
主
〈
め

2
8
M
L
の
書
き
方
が
提
案

(
ら
)

さ
れ
て
い
る
。
岩
崎
も
、
(
い
号
片
山
一
吋
y
z
f
E
m
の
諸
定
義
お
よ
び

歴
史
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
?
比
一

g一吋
Y
E
f
E
m
運
動
の
動
向

を
、
ウ
ォ
ル
タ

i
ス(町内・∞・

4
5
1
2
ω
)
ら
の
論
に
も
と
づ
い
て

明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
英
語
教
育
に
お
い
て
わ
号
宵
丘
、
E
E
f
g
m

を
取
り
入
れ
る
必
要
性
と
検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
考
察
し

た。

- 206-

家
庭
科
教
育
で
は
、
小
川
・
長
沢
が
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
科
教
科

書
指
導
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
指
導
コ
メ
ン
ト
を
分
析
し
な
が
ら
、
学

習
内
容
の
パ
タ

i
ン
と
し
て
、
自
分
と
他
者
と
の
関
係
理
解
に
お

い
て
内
省
的
な
気
づ
き
を
促
す
W
型
と
、
人
間
を
扱
う
生
活
行
為

や
組
織
の
運
営
に
お
け
る
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
糸
口

を
見
つ
け
る

V
裂
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
こ
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
高
等
学
校
家
庭
科
の
授
業
に
適
用

し
て
実
践
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
生
徒
の
学
習
プ
リ
ン
ト
を

分
析
し
て
授
業
の
効
果
を
検
証
し
た
。



花
城
も
、
消
費
者
が
適
切
な
商
品
を
購
入
し
意
思
決
定
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
批
判
的
思
考
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
こ

で
は
ポ

i
ル
の
モ
デ
ル
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
批
判
的
思
考
教
育

の
方
法
と
し
て
、
意
味
や
証
拠
を
確
か
め
る
た
め
の
問
答
法
、
自

分
と
異
な
る
意
見
を
再
構
成
す
る
た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
デ
イ

ベ
!
ト
、
自
己
の
体
験
を
後
で
分
析
す
る
た
め
の
ケ

i
ス
ス
タ

デ
ィ
、
お
よ
び
情
報
や
主
張
を
査
定
す
る
た
め
に
事
実
、
意
見
、

推
理
し
た
判
断
へ
分
類
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
他
の
教
科
に
つ
い
て
は
、
理
科
教
育
で
は
松
本
が
自
然
の

見
方
を
向
い
直
す
た
め
の
批
判
的
思
考
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
山
中
・
木
下
は
、
高
等
学
校
物
理
に
お
け
る
批
判
的
思

考
力
育
成
の
た
め
の
指
導
法
と
し
て
因
果
関
係
マ
ッ
プ
を
用
い
た

授
業
を
実
施
し
た
。
理
科
に
お
け
る
「
合
理
的
な
患
考
」
「
探
究
心
」

「
慎
重
さ
」
か
ら
成
る
批
判
的
思
考
態
度
尺
度
と
と
も
に
、
因
果

関
係
マ
ッ
プ
の
記
述
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、
一

0
時
間
扱
い
の

単
元
前
後
の
比
較
で
「
合
理
的
な
思
考
」
に
つ
い
て
上
昇
が
見
ら

れ
た
。
因
果
関
係
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
修
正
に
よ
っ
て
批
判
的

に
思
考
す
る
生
徒
が
増
加
し
た
。

美
術
教
育
で
は
阿
部
が
、
鑑
賞
領
域
に
お
け
る
批
評
学
習
に
つ

い
て
ア
イ
ス
ナ

l
(問
者
・
巴
ω
忠
「
)
等
の
理
論
に
も
と
づ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
表
現
も
含
む
造
形
美
術

活
動
全
体
に
お
け
る
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
と
判
断
の
た
め
の

学
習
白
襟
お
よ
び
実
践
例
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
音
楽
教
育

で
は
、
向
本
に
よ
る
思
考
力
育
成
に
隠
す
る
一
連
の
研
究
が
あ

る
。
そ
の
中
で
批
判
的
思
考
に
つ
い
て
は
、
ピ
ア
ジ
ェ
理
論
に
も

と
づ
く

ω
O戸
(
)
分
類
学

(ω
々
5
E与
え
Cσω
号
〈
包

U
R包
括

C
E
8
5
2
)
を
用
い
て
、
「
前
構
造
的
な
批
評
」
「
単
一
構
造
的

な
批
評
」
「
多
重
構
造
的
な
批
評
」
「
相
関
関
係
的
な
批
評
」
「
拡

張
さ
れ
た
抽
象
的
な
批
評
」
の
五
つ
を
音
楽
の
学
習
場
面
に
適
用

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
教
科
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
考
指
導
に
つ
い

て
、
安
藤
・
渡
辺
は
リ
ッ
プ
マ
ン
(
玄
・
ピ
℃

g
g
)
の
『
子
供
の

た
め
の
哲
学
』
の
内
容
を
分
析
す
る
。
有
馬
も
リ
ッ
プ
マ
ン
に
言

及
し
な
が
ら
、
幼
児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
に
対
す
る
哲
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
学
校
図
書
館

利
用
教
育
に
お
い
て
平
久
江
は
、
適
切
な
情
報
を
選
択
し
効
率
的

に
利
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
マ
コ

i
ミ
ツ

ク
(
玄
・
7
A
の
わ

2
・5
一
兵
)
や
タ
ラ
ッ
プ
(
〕
〈
-
F・
名
古
)
の
理
論
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、
密
書
館
員
が
児
童
・
生
徒
に
疑
問
を
も
た
せ

る
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
、
情
報
探
索
へ
の
洞
察
力
を
高
め

る
よ
う
な
、
批
判
的
思
考
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
て
い
る
。
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一一、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
i
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思
考

日
本
で
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、

カ
ナ
ダ
オ
ン
タ
リ
オ
州
教
育
省
で
発
行
さ
れ
た
教
材
が
、
鈴
木
み

ど
り
を
中
心
に
一
九
九
二
年
に
翻
訳
さ
れ
て
以
来
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
能
動
的
に
か
か
わ
り
、
メ
デ
ィ
ア

の
「
意
味
」
を
社
会
・
政
治
・
経
済
・
文
化
の
文
脈
で
主
体
的
に

読
み
解
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

村
上
は
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
教
育
に
お
け
る
、
批
判
的

思
考
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
歴
史
的
考
察
を
行
っ
た
。
批
判
と

は
、
対
象
の
あ
ら
捜
し
ゃ
非
難
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て

構
成
さ
れ
て
い
る
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
分

析
・
解
釈
・
評
価
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
一
九
三

0
年

代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
手
始
め
に
、
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
デ
ィ

i
ズ
の
研
究
者
や
マ
ク
ル

i
ハ
ン
(
去
・

7
A
己
c
y
g
)
、
マ
ス
タ
ー
マ
ン
(
「
志
向
話
可
「
Bmg)
と
い
っ
た
メ

デ
ィ
ア
論
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
メ

デ
ィ
ア
を
批
判
的
に
読
み
解
く
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
、
メ

デ
ィ
ア
や
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
重
要

性
、
情
報
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
者
と
し
て
知
識
や
経

験
を
再
構
築
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

実
践
研
究
と
し
て
、
演
口
・
和
田
は
小
学
校
五
年
生
に
対
し

て
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
せ
て
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
理

由
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
さ
せ
る
と
と
も
に
、
商
品
が
出
て
こ

な
い
海
外
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
、
何
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ゃ

な
ぜ
商
品
説
明
を
し
な
い
の
か
を
話
し
合
わ
せ
た
。
白
井
の
「
時

事
問
題
で
批
判
的
思
考
力
を
育
て
る
」
や
児
童
言
語
研
究
会
の
「
新

開
メ
デ
ィ
ア
を
批
判
的
に
読
む
授
業
の
実
践
」
の
よ
う
に
、
由
一
池
山

科
教
育
の
一
部
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
の
育
成
を
目
指
す

授
業
も
あ
る
。
ま
た
光
野
は
、
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
し
た
説

明
的
文
章
の
授
業
に
お
い
て
、
要
旨
は
共
通
し
て
い
る
が
具
体
的

事
例
が
異
な
る
文
章
を
読
ま
せ
た
り
、
生
徒
に
根
拠
と
な
る
具
体

例
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
収
集
や
選
択
の
し
か
た
を
指
導

(
口
)

し
て
い
る
。

後
藤
は
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
尺
度
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
批
判
的
思
考
を
測
定
す
る
た
め
の
項
目
を
設
け
て
高
校
一
年

生
に
対
し
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
低
批
判
的
思
考
群
の
方
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
比
べ
て
テ
レ
ビ
を
好
み
、
正
確
だ
と
知
覚
す

る
傾
J

向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
小
学
生

1
大
学
生
の
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
て
、
ゼ
司
与
情
報
が
信
頼
で
き
る
か
を
確
か
め
る
方
法

に
つ
い
て
自
由
記
述
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
情
報
源
の
信
頼
性
に
関
し

て
小
学
生
と
中
学
生
、
高
校
生
と
大
学
生
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
発
達
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的
な
断
層
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
小
学
生
は
巧
与
情
報
に
対
す

る
批
判
的
思
考
の
知
識
に
乏
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
批
判
的
思
考
の
育
成
を
主
娘
と
し
た
、
理

論
、
実
践
事
例
、
授
業
事
例
ビ
デ
オ
か
ら
成
る
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
間
開
発
し
て
小
学
生
に
授
業
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
は
送
り
手
に
よ
っ
て
意
密
的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
児
童
は
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
橋
・
棺
良
は
、
殺
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
の
講
座

を
行
い
、
子
ど
も
の
テ
レ
ビ
視
聴
に
対
す
る
介
入
を
促
し
、
講
座

前
後
で
の
子
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
批
判
的
思
考
力
を
測

定
し
た
。
小
学
校
六
年
生
に
対
し
て
、
親
が
子
ど
も
と
一
緒
に

ニ
ュ
ー
ス
を
視
聴
し
て
介
入
し
た
か
に
つ
い
て
、
お
よ
び
批
判
的

思
考
尺
度
に
隠
す
る
調
査
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
験
群
と
統

制
群
の
関
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
親
の
介

入
に
つ
い
て
は
一
か
月
後
に
な
る
と
実
験
群
の
方
が
上
昇
し
た
ほ

か
、
子
ど
も
に
直
接
行
っ
た
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
講
座
に
よ
っ

て
批
判
的
思
考
が
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ス
の
視
聴
頻
度

や
有
用
性
と
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
批
判
的
思
考
に
関
連
が
見
ら

れ
た
。古

田
・
槻
沢
は
、
批
判
的
思
考
態
度
と
特
定
の
領
域
に
関
す
る

知
識
や
問
題
解
決
能
力
の
ど
ち
ら
の
影
響
が
強
い
か
を
検
討
す
る

た
め
に
、
大
学
生
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
番
組
で
力
学
的
に
間
違
い

が
あ
る
シ

i
ン
を
指
摘
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
情
報
を
鵜
呑
み
に

し
な
い
一
般
的
な
批
判
的
思
考
態
度
が
高
い
だ
け
で
は
正
誤
を
あ

ま
り
正
し
く
指
摘
で
き
ず
、
力
学
に
関
す
る
知
識
や
問
題
解
決
能

力
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
青
柳
ら
は
、

ネ
ッ
ト
ワ

i
ク
を
介
し
て
多
人
数
が
監
督
者
な
し
に
デ
ィ
ベ

i
ト

可
能
な
「
教
育
用
デ
イ
ベ
!
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
高
等
学

校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
実
施
し
た
。
康
問
秀
一
ら
が
作
成

し
た
批
判
的
思
考
志
向
性
尺
度
等
を
用
い
て
批
判
的
思
考
態
度
醸

成
効
果
の
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
客
観
性
や
誠
実
さ
と
い
う
点
で

批
判
的
思
考
態
度
の
向
上
が
確
認
さ
れ
た
。
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四
、
高
等
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
と
検
証

大
学
で
の
一
般
教
育
を
中
心
と
し
た
批
判
的
思
考
に
つ
い
て

も
、
理
論
お
よ
び
実
践
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
木
村
は
、
ア
メ

リ
カ
の
教
育
改
革
に
お
け
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
「
ゴ

i
ル

二
0
0
0
」
の
中
で
、
第
六
自
擦
に
お
い
て
大
学
生
の
批
判
的
思

考
能
力
の
向
上
が
目
標
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
ま

た
フ
ァ
シ
オ
ン

9
3♀
。
円
高
)
に
よ
る
批
判
的
思
考
概
念
の
整

理
に
も
と
づ
い
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
批
判
的
思
考
態
度
尺
度



(わ

η口
出
)
の
結
巣
を
分
析
し
、

5
本
の
大
学
生
に
対
し
て
も
実

施
し
た
。
「
真
実
追
求
」
「
公
正
」
「
分
析
」
「
秩
序
」
「
自
信
」
「
知

的
探
究
心
」
「
成
熟
」
の
七
つ
の
尺
度
の
う
ち
、
「
知
的
探
究
心
」

は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
学
生
と
大
差
な
い
が
、
他
の
項
目
は
日

本
の
学
生
の
平
均
が
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

抱
井
は
、
批
判
的
思
考
研
究
に
お
け
る
定
義
の
多
様
性
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
、
特
に
社
会
的
文
脈
が
批
判
的
思
考
の
発
達
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
そ
の
上
で
、
他
者
と
の
協
調
を
重

視
す
る
日
本
の
文
化
的
特
性
と
調
和
し
た
「
協
調
型
批
判
的
忠

考
」
を
、
日
本
に
お
け
る
批
判
的
思
考
教
育
の
目
標
と
し
て
提
案

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
が
健
康
食
品
等
の
代
替
療
法

を
使
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
開
き
取
り
調
査
を
行
い
、
批
判
的

忠
考
が
意
忠
決
定
に
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し

た
。
久
保
田
も
、
エ
ニ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
の
定
義
お
よ
び
指
導
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
組
織
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
た
。
萩
原
・

望
月
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
マ
レ

i
シ
ア
の
四
大
学
に
お

け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
授
業
を
視
察
し
て
、
英
米

型
の
問
題
解
決
能
力
獲
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
質
的
な
自
己
へ
の

向
い
を
深
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
自
ら
の
実
践
へ
の
課
題
を
見
出

し
て
い
る
。

権
は
、
日
本
の
学
校
教
育
が
プ
レ
イ
レ
(
河
町
立
お
)
の
言
う

「
銀
行
型
教
育
」
に
あ
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
他
国

お
よ
び
2

自
国
の
文
化
や
社
会
を
認
識
す
る
た
め
に
、
青
年
期
後
半

か
ら
成
人
期
に
内
省
と
対
話
を
中
心
と
し
た
批
判
的
思
考
教
育

(

町

四

)

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
永
井
も
、
デ
ュ

l
イ
の
省
察
的
思

考

(
S
F丘一
S

F吉
E
口
問
)
を
、
事
象
間
に
お
い
て
成
立
す
べ
き

意
味
連
関
の
妥
当
性
や
そ
の
性
質
の
検
証
を
通
し
て
、
「
信
じ
る
」

こ
と
の
基
礎
を
構
築
す
る
作
業
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
デ
ュ
!

イ
を
発
展
さ
せ
て
成
入
学
習
者
の
自
己
決
定
性
を
強
調
し
た
ノ
ウ

ル
ズ
(
玄
・
∞
・
関
口
C

三
2
)
の
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ

i
論
お
よ
び
メ
ジ
ロ

i

c・
玄
σ
江
き
者
)
の
批
判
的
省
察
論
と
、
批
判
的
思
考
と
を
関
連

づ
け
て
い
る
。

若
山
は
、
大
学
生
に
対
し
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
演
習

の
授
業
を
行
い
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
た
。
授
業
は
、
一
ク
ラ
ス

を
五
1
六
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
教
員
が
出
し
た
演
習
課

題
に
つ
い
て
担
当
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
発
表
後
は
教
員
に
よ

る
講
義
、
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
の
討
論
が
行
わ
れ
、
毎
回
の
最
後

に
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
が
課
さ
れ
た
。
受
講
し
た
学
生
に
、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
志
向
性
尺
度
お
よ
び
日
本
語
版
認
知
欲
求
尺
度

を
中
心
と
し
た
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
認
知
欲
求
度
の

高
低
に
関
わ
ら
ず
、
志
向
性
全
体
と
「
根
拠
の
探
求
」
「
客
観
性

- 210-



の
重
視
」
「
冷
静
沈
着
さ
」
と
い
っ
た
下
位
因
子
が
上
昇
し
た
。

認
知
欲
求
度
の
主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
志
向
性
全
体
と

「
思
考
の
柔
軟
性
」
「
一
所
懸
命
さ
」
「
客
観
性
の
重
視
」
の
三
国

子
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
研
究
で
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
の
授
業
を
受
講
し
な
い
統
制
群
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
授

業
を
受
講
し
た
学
生
が
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
対
す
る

志
向
性
と
認
知
欲
求
が
有
意
に
伸
び
て
い
た
。
さ
ら
に
、
公
務
員

志
望
等
の
卒
業
後
の
目
標
を
持
っ
て
い
る
学
生
の
方
が
、
探
究
心

や
客
観
性
が
伸
び
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

武
田
・
平
山
・
楠
見
は
、
大
学
一
年
生
の
基
礎
演
習
科
目
に
お

い
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
育
成
を
目
指
し
た
実
践
を

行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
基
礎
的
理
論
の
習
得

と
と
も
に
、
新
開
明
記
事
を
扱
っ
た
グ
ル
ー
プ
発
表
お
よ
び
討
論
が

中
心
で
あ
る
。
学
期
末
に
は
、
ワ
ト
ソ
ン
・
グ
レ
イ
ザ
!
批
判
的

思
考
テ
ス
ト
、

M4ω
〉
読
解
リ
テ
ラ
シ

1
問
題
、
情
報
を
適
切
に

評
価
で
き
る
か
を
み
る
結
論
生
成
課
題
、
お
よ
び
批
判
的
思
考
態

度
尺
度
が
、
毎
授
業
後
の
ふ
り
返
り
用
紙
と
と
も
に
分
析
さ
れ
た

が
、
成
果
は
部
分
的
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
初
年
次
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
、
法
学
、
看
護
学
に
お
け
る
実
践

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
児
童
・
生
徒

照
批
判
的
思
考
i
学
習
態
度
尺
度
を
用
い
て
、
学
習
塾
に
通
う
小

学
生
に
対
し
て
実
施
し
た
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
授
業
実
践
の

効
果
を
検
-
証
し
て
い
る
。

佐
藤
は
大
学
に
お
い
て
、
環
境
、
平
和
、
人
権
、
開
発
な
ど
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を
合
理
的
に
判
断
・
分
析
・
論
評
す
る
、
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
力
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
た
英
語
の
授
業
を

実
践
し
た
。
そ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
の
読
解
に
お
い
て
、
問
題
の
認

識
、
洞
察
、
分
析
、
予
測
、
問
題
解
決
の
た
め
の
対
策
提
示
、
意

見
・
評
価
の
表
明
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
チ
ャ
ー
ト
(
表
)
を
活

用
し
た
。
学
期
末
試
験
に
お
い
て
、
こ
の
授
業
を
受
け
た
学
生
の

答
案
を
他
の
学
生
と
比
較
し
た
が
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
力
は

ま
だ
十
分
に
育
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

鎌
田
も
、
「
社
会
・
公
民
科
指
導
法
」
に
お
い
て
デ
ィ
ベ

i
ト

を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
い
、
学
生
の
批
判
的
思
考
に
ど
の
よ
う

に
影
響
す
る
か
を
、
ワ
ト
ソ
ン
・
グ
レ
イ
ザ

i
批
判
的
思
考
テ
ス

ト
の
改
訂
版
お
よ
び
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
批
判
的
思
考
能
力
は
若
干
の
向
上
し
か
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ

i
ト
を
通
じ
て
批
判
的
思
考
の
向
上
を
意

識
し
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
井
門
は
、

「
離
害
が
あ
る
」
「
障
害
を
も
っ
」
の
諾
の
適
切
性
に
関
し
て
、
両

者
を
入
れ
替
え
た
二
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
解
答
さ
せ
る
と
と
も

に
、
事
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
ど



ち
ら
の
学
生
も
見
解
に
同
意
す
る
傾
向
が
あ
る
と
と
も
に
、
説
明

を
開
い
た
後
に
は
自
省
的
・
反
省
的
に
な
り
批
判
的
思
考
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

谷
川
は
、
保
育
者
に
対
し
て
子
ど
も
を
多
面
的
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
ゼ
ッ
ク
ミ
ス
タ
(
円
切
-

N
2
y
s
m
w宮
古
門
)
ら
の
理
論
に
も
と
、
つ
い
た
ク
ワ
テ
イ
カ
ル
・
シ

ン
キ
ン
グ
の
方
法
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
子
ど
も
の
行
動
を
観

察
す
る
際
に
、
他
の
人
も
そ
の
行
動
を
と
っ
た
か
と
い
う
「
一
致

性
」
、
そ
の
行
動
が
特
定
の
対
象
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
と

い
う
「
弁
別
姓
」
、
い
つ
で
も
同
じ
行
動
を
す
る
か
と
い
う
「
一

貫
性
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
動
が
内
的
原
因
に

よ
る
か
外
的
原
因
に
よ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

稲
葉
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
協
調
学
習
支
援
(
わ
∞
門
戸
一

円

0
5七
三
号
∞
ロ
℃
官
0
2め
仏
打
。

-
z
σ
0
3門
7
吊
円
、
。

mwgEm)
を
用
い
て
、

大
学
生
の
批
判
的
思
考
態
度
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
良
一
ハ
体
的

に
は
、
自
ら
の
講
義
の
期
間
中
に
、
開
発
し
た
蓄
積
型
当
事
教

材
「
慈
蓄
」
に
書
き
込
み
を
す
る
よ
う
学
生
に
求
め
る
。
「
議
蓄
」

に
は
フ
ァ
シ
オ
ン
の
定
義
等
を
参
考
に
し
て
、
対
話
ラ
ベ
ル
と
し

て
、
合
計
一

O
偲
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(
「
質
問
」
「
回
答
」
「
紹
介
」
「
分

析
」
「
評
儲
」
「
提
案
」
「
推
論
」
「
解
釈
」
「
説
明
」
「
反
省
」
)
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
講
義
期
間
関
姑
時
と
終
了
時
に
受
講
者
に
対

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
批
判
的
思
考
性
向
目
録
に
よ
る
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
批
判
的
思
考
態
度
全
体
と
、
そ
の
要
素
で
あ

る

-
Z
E巴
巴
〈

3
2
ω
(探
究
心
)
お
よ
び
常
早

g
ロ出己

g
2
(自

信
)
の
向
上
に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
面
接
調
査
の
結
果
か

ら
、
蕊
蓄
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の
向
上
に

関
係
す
る
思
考
を
誘
発
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

し
て
、五

、
教
育
学
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
特
徴

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
研
究
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら

特
徴
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
理
論
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
エ
ニ
ス
、
ポ
!
ル
、

シ
i
ゲ
ル
、
ベ
イ
ヤ
!
、
ワ
ト
ソ
ン
・
グ
レ
イ
ザ
!
と
い
っ
た
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
主
要
な
批
判
的
思
考
研
究
者
を
中
心
に
分
析

が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
研
究
者
の
観
点
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
、
懐
疑
、
査
定
、
判
断
、
評
価
、
決
定

に
主
眼
を
置
く
論
理
学
的
観
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
根
拠
の
妥

当
性
や
前
提
か
ら
結
論
へ
の
論
理
性
が
強
調
さ
れ
る
。
次
に
、
問

題
か
ら
解
決
に
至
る
過
程
や
メ
タ
認
知
を
重
視
す
る
心
理
学
的
観

点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
批
判
的
教
育
学
に
お
け
る
批
判
の
意
味
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
政
治
的
、
社
会
的
な
問
題
を
含
む

円
ノ
臼



現
状
に
対
し
て
、
自
己
を
相
対
化
、
対
象
化
し
な
が
ら
弁
証
法
的

に
考
え
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
。
さ
ら
に
指
導
原
理
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ら
の
観
点
の
違
い
に
よ
っ
て
強
調
点
が
異
な
る
。

第
二
に
、
教
材
お
よ
び
単
元
開
発
に
つ
い
て
は
、
教
科
お
よ
び

教
材
の
独
自
性
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
各
教
科

に
お
い
て
は
、
山
中
・
木
下
に
お
け
る
物
理
の
授
業
で
の
因
果

マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
児
玉
に
お
け
る
世
界
史
の
授
業
で
の
解
釈
批

判
学
習
の
よ
う
に
、
批
判
的
に
思
考
し
な
が
ら
各
教
科
の
内
容
を

習
得
す
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
松
尾
の
授
業
の
よ
う
に
、

児
童
の
話
し
合
い
や
振
り
返
り
作
文
を
行
う
だ
け
で
、
通
常
の
教

材
を
用
い
て
批
判
的
思
考
の
要
素
を
特
に
意
識
し
な
い
授
業
も
あ

る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
教
科
内
容
に
関
す
る
知
識
が
批
判
的
思

考
の
前
提
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
教
師
も
「
な
ぜ
」

「
ど
う
な
る
」
と
理
由
や
結
果
を
問
う
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
仮
説

を
多
面
的
に
生
成
す
る
こ
と
は
促
進
さ
れ
て
も
、
根
拠
と
な
る
清

報
源
の
信
頼
性
の
確
認
や
、
論
理
性
の
吟
味
に
つ
い
て
は
取
り
立

て
て
指
導
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
一
方
で
、
特
定
の
教
科
に
依
存
せ
ず
、
か
つ
独
自
の

教
材
で
思
考
要
素
を
直
接
教
授
し
よ
う
と
す
る
三
宮
の
よ
う
な
実

践
は
少
な
い
。
三
森
の
言
語
技
術
教
育
や
有
元
の
ア
ニ
マ
シ
オ

ン
活
動
は
、
庖
語
科
に
お
け
る
実
践
で
は
あ
る
が
、
論
証
、
分

析
、
説
明
、
視
点
、
批
評
と
い
っ
た
要
素
を
技
能
と
し
て
教
授
す

る
点
で
、
独
自
の
内
容
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
ょ
の
な
か
科
」

も
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
育
成
を
目
指
し
て
独
自
の

教
材
を
開
発
し
て
お
り
、
生
徒
の
話
し
合
い
や
調
べ
学
習
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
点
お
よ
び
現
代
の
テ

l
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
点

で
、
教
師
・
教
科
書
中
心
の
授
業
と
は
異
な
る
。
し
か
し
そ
こ
で

は
、
批
判
的
思
考
の
ど
の
要
素
が
育
成
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
構

造
化
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
事
実
と
意
見
を
分
類
し
た
上

で
、
理
由
か
ら
結
論
が
導
け
る
か
を
評
価
す
る
場
合
に
は
論
理
学

的
な
側
面
が
重
視
さ
れ
る
し
、
商
品
選
択
や
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
か
と
い
っ
た
場
合
に
は
問
題
解
決
お
よ
び
意
思
決
定
の
側
面

。、、
H

E

O

，刀

Uh
し

第
三
に
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
!
教
育
に
お
け
る
新
開
や

C
M

の
分
析
は
、
国
語
の
授
業
を
中
心
に
見
ら
れ
る
が
、
他
教
科
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
も
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
事
実
と
意
見
を
区
別
す
る
、
情
報
源
の
信
頼
性
を
確
認
す

る
、
表
現
技
法
や
強
調
点
を
整
理
し
比
較
す
る
、
送
り
手
の
意
図

を
読
み
と
り
評
価
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

批
判
的
思
考
に
即
し
た
分
析
や
判
断
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
中
心
の
た
め
、
通
常
の
学
習
や
生
活
場
面
に
批
判
的
忠



考
が
ど
の
よ
う
に
転
移
さ
れ
る
か
と
い
う
課
題
も
残
さ
れ
て
い

寸心。
第
四
に
、
高
等
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
に
つ
い
て

は
、
批
判
的
思
考
の
育
成
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
授
業
も
増
え

て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
発
表
や
討
論
を
中
心
と
し
た
演
習
や
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
協
調
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
受
講
生
に
対
す
る
調
査
を
通
し
て
、
授
業
の
有
効
性
に

つ
い
て
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
デ
ィ
ベ

i
ト
や
討

論
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
要
因
が
批
判
的
思
考
に
影
響
し
て
い
る

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
協
調
学

習
に
つ
い
て
も
、
授
業
外
の
書
き
込
み
の
批
判
的
思
考
へ
の
影
響

等
は
さ
ら
な
る
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
批
判
的
思
考
研
究
の
動
向
に
つ
い

て
、
教
育
学
を
中
心
に
展
望
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
た
。
最
後
に
、
批
判
的
思
考
の
指
導
と
い
う
'
鋭
点
か
ら
、

今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
三
点
指
摘
し
た
い
。

第
一
は
、
批
判
的
思
考
の
要
素
を
包
括
し
て
指
導
目
標
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
回
は
批
判
的
思
考
に
探
究
志
向
と
解

決
・
評
価
志
向
の
二
つ
の
側
部
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

学
校
教
育
で
は
研
究
者
や
授
業
者
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
未
整
理
な

ま
ま
指
導
さ
れ
て
い
る
。
疑
問
や
省
察
に
重
点
を
置
く
探
究
志
向

と
、
決
定
や
評
価
に
重
点
を
置
く
解
決
・
評
儲
志
向
の
両
面
が
批

判
的
思
考
に
は
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
据
え
て
ど
の
よ
う
に

指
導
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
問
題
や
矛
盾

を
自
ら
発
見
す
る
力
は
、
批
判
的
思
考
の
本
質
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
授
す
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
、

例
え
ば
生
活
科
に
お
け
る
「
気
づ
き
」
の
指
導
と
関
連
さ
せ
る
等
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
二
は
、
批
判
的
思
考
指
導
の
単
元
開
発
と
実
践
で
あ
る
。
教

科
内
容
を
体
系
的
に
習
得
し
な
が
ら
、
批
判
的
思
考
の
構
成
要
素

を
明
確
に
し
て
指
導
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

D

そ
の
一
方

で
、
心
理
学
の
実
験
や
知
能
テ
ス
ト
の
よ
う
に
、
良
定
義
問
題
の

み
を
用
い
て
構
成
要
素
を
指
導
す
る
こ
と
も
、
批
判
的
思
考
の
特

質
か
ら
考
え
て
指
導
の
成
果
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
興
味
深
い
日
常
的
テ

i
マ
を
選
定
し
て
、
探

究
志
向
と
解
決
・
評
価
志
向
の
二
つ
の
側
面
を
視
野
に
入
れ
た
単

元
を
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
単
元
は
、
学

校
教
育
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
趣
旨
に
も
合
致

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
間
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
手
が
か
り
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に
も
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
に
批
判
的
思
考

が
行
え
る
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
、
授
業
形
態
や
方
法
の
検

討
も
謀
題
で
あ
る
。

第
三
は
、
批
判
的
思
考
の
評
価
と
授
業
分
析
に
つ
い
て
で
あ

る
。
批
判
的
思
考
の
能
力
や
態
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
心

理
学
の
研
究
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
単
元
に
即
し
て
は
い
な
い
の
で
、
教
科
内
容
を
ふ
ま
え
た

批
判
的
思
考
テ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
事
前
事
後
に
お
け
る
調
査
だ
け
で
な
く
、

教
師
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に
思
考
し

た
か
と
い
っ
た
、
批
判
的
思
考
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
効
果
検

証
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
初
等
中
等
教
育

の
授
業
実
践
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
批
判
的
思
考
を
分
析
す
る

た
め
に
は
、
事
前
事
後
テ
ス
ト
や
質
問
紙
と
と
も
に
、
授
業
中
の

発
言
や
ノ

i
ト
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等
を
活
用
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
授
業
分
析
も
課
題
で
あ
る
。

注
(
l
)
大
野
清
四
郎
(
一
九
五
回
)
「
数
学
教
育
に
お
け
る
批
判
的

思
考
」
立
k
…
本
大
挙
教
育
事
部
紀
要
」
、
第
二
号
、
一
回
l

一二

O
頁
.

ル
ピ
ン
・
ゴ
テ
ス
キ
ィ
(
著
)
、
佐
藤
三
部
(
訳
)

(
一
九
六
八
)
「
批
判
的
思
考
を
養
う
た
め
の
講
義
法
の
改

善
」
、
『
改
革
期
の
教
育
1

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
論
文
第

一
集
i
』
、
明
治
図
書
、
一
五
五
i

一
七
回
頁

(
2
)
井
上
尚
美
(
一
九
七
回
)
二
批
判
的
思
考
力
テ
ス
ト
」
に

つ
い
て
」
、
『
読
書
科
学
』
、
第
一
七
巻
第
三
・
四
号
、
日

本
読
書
学
会
、
一

O
八
i

一
一
五
頁

井
上
尚
美
(
一
九
七
六
)
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
批
判
的

思
考
』
の
指
導
に
つ
い
て
」
、
『
読
書
科
学
」
、
第
二

O
巻

第
三
号
、
日
本
読
書
学
会
、
九
七
i

一
O
二
頁

井
上
尚
美
(
一
九
七
七
)
「
一
一
一
一
口
語
論
理
教
育
へ
の
道
!
国
語

科
に
お
け
る
思
考
l
」
、
文
化
開
発
社
.

井
上
尚
美
(
一
九
八
二
)
「
ア
メ
リ
カ
の
国
語
教
育
に
お
け

る
『
批
判
的
思
考
』
研
究
の
流
れ
」
、
司
東
京
学
芸
大
学
紀
要
可

第
二
部
門
、
第
三
三
集
、
六
コ
了
八

O
頁
.

井
上
尚
美
(
一
九
八
九
)
「
一
一
一
缶
詰
論
理
教
育
入
門
i

国
語
科

に
お
け
る
思
考
i
』
、
明
治
盟
書
.

井
上
尚
美
(
一
九
九
八
)
『
思
考
力
育
成
へ
の
方
略
!
メ
タ

認
知
・
白
一
己
学
習
・
一
一
一
一
口
語
論
理
!
」
、
明
治
図
書

井
上
尚
美
、
福
沢
毘
売
、
平
栗
経
之
(
一
九
七
回
)
「
一
般

意
味
論
1

一
一
一
一
口
語
と
適
応
の
理
論
i

』
、
河
野
心
理
教
育
研
究
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所
出
版
部

小
笠
原
喜
康
(
一
九
七
八
)
「
「
論
理
的
思
考
」
と
い
う
教

育
用
語
の
意
味
解
釈
に
対
す
る
提
一
一
一
一
口
i

∞・
0
・
ω自
己
戸
の
「
批

判
的
思
考
立
川
の
検
討
を
通
じ
て

i
H
「
教
育
学
研
究
集
録
」

第
八
号
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
、
二
九

l
m
一一員.

(
3
)
足
立
正
治
(
一
九
九

O
)
「わ号一

g一寸
F
E
f
z
m
何
巳

c
g門芯ロ

の
動
向
」
、
吋
ア
メ
ワ
カ
教
育
学
会
紀
要
』
、
第
二
号
、
一

i

四
頁

(
4
)
沼
本
和
子
(
一
九
九
三
)
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る

(
リ
ユ
は
わ
包
ゴ

E
E
D
m
玄
O
〈
め

5
8円
に
関
す
る
基
礎
資
料
」
、

『ノ

l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
」
、
第
一
七
巻
第

一
号
、
三
七
l

四
O
頁
.

?
と
志
摩
陽
伍
(
一
九
九
六
)
「
多
文
化
教
育
と
批
判
的
思
考
」
、

『
教
育
」
、
第
五
九
八
号
、
国
土
社
、
八
一

i

九
一
頁

志
摩
陽
伍
(
一
九
九
六
)
「
多
文
化
教
育
と
批
判
的
思
考

(
続
)
」
、
『
教
育
」
、
第
六

O
二
号
、
国
土
社
、
八
一

l

九
三

頁
.

(
6
)
孫
子
正
(
一
九
九
六
)
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
に
お
け
る
批

判
的
思
考
へ
の
ア
プ
ロ

i
チ

i
H
.
マ
ル
ク

i
ゼ
に
よ
る

技
術
的
合
理
性
の
批
判
を
中
心
に
i

」
、
『
東
京
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
、
第
三
六
巻
、
一
二
九
九
i

四
O
六

百八.

(
7
)
平
井
悠
介
(
二

O
O
七
)
「
教
育
に
お
け
る
国
家
的
統
合
と

価
値
と
し
て
の
政
治
的
平
等
i

一
九
九

0
年
代
ア
メ
リ
カ

の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
市
弐
教
育
理
論
に
焦
点
を
当
て
て
i

」、

「
教
育
学
研
究
い
、
第
七
四
巻
第
四
号
、
日
本
教
育
学
会
、

五
三

O
1
五
回
一
頁

平
井
悠
介
(
二

O
O
八
)
「
現
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
理
論
と
討
議
的
民
主
主
義
i
教
育

目
的
と
し
て
の
批
判
的
思
考
の
育
成
を
め
ぐ
っ
て
i

」、『教

育
哲
学
研
究
』
、
第
九
七
号
、
教
育
哲
学
会
、
一
七
六
i

一
八
一
真
.

(
8
)
山
田
愛
(
二

O
O
八
)
「
『
批
判
的
思
考
力
』
と
『
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
』
育
成
の
意
義
i

キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
人
権
教

育
の
文
脈
か
ら

i
H
『
基
督
教
論
集
』
、
第
五
一
号
、
青
山

学
院
大
学
同
窓
会
基
督
教
学
会
、
五
一

l

六
七
頁

山
田
愛
(
二

O
O
九
)
「
批
判
的
思
考
力
と
ス
ピ
リ
テ
ュ
ア

リ
テ
ィ
育
成
の
意
義
i

キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
人
権
教
育
の

文
脈
か
ら

(
2
)
i
」
、
「
基
督
教
諭
集
』
、
第
五
二
号
、
青

山
学
院
大
学
同
窓
会
基
督
教
学
会
、
三
コ
ア
四
九
頁
.

(
9
)
林
佳
翰
(
二

O
O
四
)
「
批
判
的
思
考
理
論
に
お
け
る
知

識
の
位
置
l

『
主
題
特
定
性
』
を
め
ぐ
る
同
・
出
・
エ
ニ
ス
と

po 



〕

-
H
W

・
マ
ク
ペ
ッ
ク
の
論
争
を
中
心
に
i

」
、
『
日
本
デ
ュ

l
イ

学
会
紀
要
』
、
第
四
五
号
、
二
了
二

O
頁

林
佳
翰
(
二

O
O
四
)
「
H
N
O
Z
2
z
-
F
5
2
の
批
判
的
思

考
理
論
に
お
け
る
能
力
、
性
向
、
知
識
の
概
念
i
前
期
か
ら

後
期
へ
の
発
展
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
関
連
性
i

」
、
『
筑
波
教

育
学
研
究
円
第
二
号
、
筑
波
大
学
教
育
学
会
、
二
二

i

一
三
五
頁

林
佳
翰
(
二

O
O
五
)
「
日
シ

i
ゲ
ル
の
批
判
的
思
考
理

論
の
特
質
!
理
由
に
基
づ
く
思
考
l

」
、
「
関
東
教
育
学
会

紀
要
』
、
第
三
二
号
、
八
一

i

九
二
頁
.

林
佳
翰
(
二

O
O
五
)
「
戸
巧
・

3
己
の
批
判
的
思
考
理
論

の
特
質
i

民
主
的
社
会
で
求
め
ら
れ
る
批
判
的
思
考
者
と

そ
の
育
成
i

」
、
「
教
育
学
論
集
」
、
第
一
集
、
筑
波
大
学
大

学
院
入
院
総
合
科
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
、
七
一

l

八
八

頁林
佳
翰
(
二

O
O
六
)
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
批
判
的
思
考

理
論
i

一
九
八

0
年
代
以
降
を
中
心
と
し
て
1

」
、
「
教
育

哲
学
の
再
構
築
』
、
新
井
保
幸
、
高
檎
勝
(
編
)
、
学
文
社
、

三
九
i

五
二
一
真
.

(
叩
)
浅
沼
茂
(
一
九
九
六
)
「
授
業
改
善
に
取
り
組
む
」
、
下
村

哲
夫
(
編
)
、
吋
学
校
改
善
新
戦
略
(
シ
リ
!
ズ
・
現
代
の

第
四
巻
)
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、

教
育
課
題
に
挑
む

T
U
T
U
マヨ、.

斗
/
斗
ノ
下
仁
ト
ノ

(
日
)
酒
井
雅
子
(
二

O
一
O
)
「
多
様
化
社
会
に
お
け
る
多
重
論

理
の
哲
学
的
探
究
i

間・

3
己
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ

ン
グ
理
論
の
分
析

i
H
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
紀
要
』
、
別
冊
第
一
八
号
1

一
、
一
一
一
一
一
了
二
二
四
一
良
.

(
ロ
)
石
井
英
真
(
二

O
一
一
)
『
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
力

形
成
論
の
展
開
i

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く
カ
ワ
キ
ュ
ラ

ム
の
設
計
行
東
信
堂
.

石
井
英
真
(
二

O
O
八
)
「
ア
メ
リ
カ
の
思
考
教
授
研
究
に

お
け
る
情
意
目
標
論
の
展
開
i

『
性
向
』
概
念
に
焦
点
を
当

て
て
i

」
、
『
教
育
方
法
学
研
究
』
、
第
三
回
巻
、
日
本
教
育

方
法
学
会
、
二
五
i

三
六
一
員

(
日
)
遠
藤
貴
広
(
二

O
O
四
)
「

G
.
ウ
ィ
ギ
ン
ズ
の
『
看
破
』

学
習
i

一
九
八

0
年
代
後
半
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
ル
・
ス
ク
ー

ル
連
盟
に
お
け
る
「
本
質
的
な
向
い
』
を
踏
ま
え
て
i

」、

「
教
育
方
法
学
研
究
』
、
第
三

O
巻
、
日
本
教
育
方
法
学
会
、

四
七
l

五
八
一
頁
.

(
M
)
小
柳
和
喜
雄
(
二

O
O
一
ニ
)
「
批
判
的
思
考
と
批
判
的
教
育

学
の
『
批
判
い
概
念
の
検
討
」
、
「
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
安
門
第
三
一
号
、
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属

七
ヨ王

円

i



教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
、
一
一

i

二
O
頁

(
日
)
竹
川
慎
哉
(
二

O
O
三
)
「
リ
テ
ラ
シ
!
形
成
理
論
に
お
け

る
吋
批
判
」
概
念
と
実
践
構
想
の
比
較
検
討
」
吋
教
育
方

法
学
研
究
円
第
二
九
巻
、
日
本
教
育
方
法
学
会
、
二
一
了

二
回
頁
.

竹
川
慎
哉
(
二

O
一
O
)
「
批
判
的
リ
テ
ラ
シ

i
の
教
育
i

オ
i

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
実
と
課
題
i
」
、
明

石
蓄
広

(
日
)
中
野
和
光
(
二

O
O
四
)
「
批
判
的
思
考
を
指
導
す
る
授
業

方
法
に
関
す
る
一
考
察
」
、
「
福
開
教
育
大
学
紀
要
」
、
第
四

分
冊
教
職
科
編
、
第
五
三
号
、
七
九
i

八
四
頁
.

中
野
和
光
(
二

O
一
O
)
「
批
判
的
リ
テ
ラ
シ

i
の
指
導
方

法
に
関
す
る
一
考
察
」
、
『
美
作
大
学
・
美
作
大
学
短
期
大

学
部
紀
要
」
、
第
五
五
号
、
五
九
l

六
回
頁

(
げ
)
甲
斐
進
一
(
二

O
O
凶
)
「
米
自
社
会
科
の
批
判
的
思
考

論
の
動
向
」
、
『
日
本
デ
ュ

i
イ
学
会
紀
要
』
、
第
四
五
号
、

一二

i

二
八
頁
.

甲
斐
進
一
(
二

O
一
O
)
「
マ
ッ
ク
ペ
ッ
ク
の
批
判
的
思
考

論
の
研
究
」
、
『
椙
山
女
学
割
大
学
研
究
論
集
社
会
科
学

篇
』
、
第
四
一
号
、
一
一
九
i

一
一
二
一
頁
.

(
日
)
尾
原
康
光
(
一
九
九
こ
「
社
会
科
に
お
け
る
批
判
的
思
考

育
成
の
研
究

(
I
)
i
吋
議
論
』
に
基
づ
く
0
.
閉
め
口
ぞ
の

批
判
的
思
考
育
成
原
理

(
1
)
i
」
、
『
教
育
学
研
究
紀
要
』
、

第
三
七
巻
第
二
郎
、
中
国
四
密
教
育
学
会
、
一
八
回
i

一
八
九
一
良

尾
原
康
光
(
一
九
九
二
)
「
社
会
科
に
お
け
る
批
判
的
思
考

育
成
の
原
理
と
方
法
i

吋
議
論
』
に
基
づ
く

C
.
Fロ
ぞ
の

批
判
的
忠
考
育
成
原
理
i

」
、
『
社
会
科
教
育
研
究
』
、
第

六
七
号
、
百
本
社
会
科
教
育
学
会
、
三
五
l

五
二
百
ハ

尾
原
康
光
(
二

O
O
九
)
「
自
由
主
義
社
会
科
教
育
論
』
、

渓
水
社

小
野
智
一
(
二

O
O
二
「
社
会
科
教
育
に
お
け
る
批
判
的

思
考
力
の
定
義
と
そ
の
問
題
点
」
、
『
探
究
』
、
第
一
二
号
、

愛
知
教
育
大
学
社
会
科
教
育
学
会
、
二
=
了
三
二
頁

小
野
智
一
(
二

O
一
O
)
「
批
判
的
思
考
実
践
と
し
て
の

メ
デ
ィ
ア
・
バ
イ
ア
ス
お
よ
び
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て

の
学
習
」
、
谷
川
彰
英
(
監
修
)
、
江
口
勇
治
、
井
田
仁
康
、

伊
藤
純
郎
、
唐
木
清
志
(
編
著
)
、
『
市
民
教
育
へ
の
改
革
』
、

東
京
書
籍
、
一
八
六
1

一
九
三
一
良
.

竹
田
絵
美
子
(
二

0
0
0
)
「
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
に
お
け

る
批
判
的
思
考
の
育
成
」
、
『
関
西
教
育
学
会
紀
要
』
、
第

二
回
号
、
一
五
一

i

一
五
五
一
真

つ臼



鵜
木
毅
(
一
九
八
四
)
「
社
会
科
に
お
け
る
批
判
的
思
考
の

育
成
原
理
」
、
『
社
会
科
研
究
」
、
第
三
二
号
、
日
本
社
会
科

教
育
研
究
会
、
二
七
i

三
六
一
良
.

児
玉
康
弘
(
一
九
八
一
二
)
「
探
求
の
論
理
に
基
づ
く
社
会

科
教
授
方
略
l
∞
・
同
・
ベ
イ
ヤ
!
の
場
合
i

」
、
「
社
会
科

研
究
』
、
第
二
二
号
、
日
本
社
会
科
教
育
研
究
会
、
七
四
i

八
四
真
.

(
山
口
)
渡
部
竜
也
(
二

O
一
一
)
「
米
毘
に
お
け
る
「
批
判
的
思
考
』

論
の
基
礎
的
研
究
(
I
)
!
学
問
中
心
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

お
け
る
『
学
問
の
構
造
」
論
の
展
開
i

」
、
『
東
京
学
芸
大

学
紀
要
人
文
社
会
科
学
系
立
で
第
六
二
巻
、
一
ー
二
七

頁
.

渡
部
竜
也
(
二

O
O
六
)
「
批
判
的
思
考
力
を
育
成
す
る
地

留
学
習
の
単
元
開
発
l
「
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
民
』

の
克
服
を
通
し
て

i
h
『
教
育
学
研
究
ジ
ャ

i
ナ
ル
』
、
第

三
号
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
四
九
i

五
八
頁

(
却
)
喜
多
由
美
(
一
九
九
三
)
「
批
判
的
思
考
に
も
と
づ
く
歴
史

教
育
」
、
『
教
育
学
研
究
紀
要
」
、
第
三
九
巻
第
二
部
、
中

国
四
国
教
育
学
会
、
一
五
六
i

一
六
一
頁
.

(
幻
)
ナ
ス
テ
イ
オ
ン
、
土
屋
武
志
(
二

O
一
O
)
「
批
判
的
思

考
力
に
基
づ
く
涯
史
教
材
・
授
業
モ
デ
ル
の
開
発
i

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
事
例
を
基
に
し
て

i
H
『
愛
知
教
育
大
学
教

育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
、
第
二
二
号
、
一
一
一

i

一
一
八
頁
.

土
屋
武
志
、
土
屋
敦
子
(
二

O
O
九
)
「
批
判
的
思
考
力
を

育
成
す
る
歴
史
教
科
書
!
帝
国
書
続
版
『
社
会
科
中
学
生

の
歴
史
』
を
例
に
i

」
、
『
愛
知
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合

セ
ン
タ
ー
紀
要
』
、
第
二
一
号
、
二
ハ
七
i

一
七
三
頁

(
辺
)
藤
原
和
博
(
編
著
)
(
二

O
一
O
)
『
(
よ
の
な
か
〕
科
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
授
業
の
実
践

1
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ

ン
キ
ン
グ
の
す
す
め
j
』
、
東
京
書
籍
.

(
お
)
児
玉
康
弘
(
二

0
0
0
)
「
歴
史
教
育
に
お
け
る
批
判
的
思

考
力
の
育
成
i

『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
』
の
解
釈
批
判
学
習
i
」、

「
広
島
大
学
的
属
中
・
高
等
学
校
研
究
紀
一
安
」
、
第
四
七
号
、

一
i

一
五
頁
.

下
前
弘
一
一
円
、
小
原
友
行
、
池
野
範
男
、
棚
橋
健
治
、
草
原

和
博
、
鵜
木
毅
、
大
江
和
彦
、
土
肥
大
次
郎
、
蓮
尾
陽
平
、

見
島
泰
司
、
森
才
三
、
山
名
敏
弘
(
二

O
一
一
)
「
高
等
学

校
社
会
系
教
科
に
お
け
る
批
判
的
思
考
力
を
育
成
す
る
授

業
開
発
の
研
究
(
I
)
l
公
民
科
『
倫
理
』
の
場
合
l
」
、
「
学

部
・
附
属
学
校
共
間
研
究
紀
要
』
、
第
三
九
号
、
広
島
大
学

学
部
・
附
属
学
校
共
同
研
究
機
構
、
二
八
五
ー
二
九

O
頁

つム



(
M
)
熊
野
敬
子
(
二

O
O
四
)
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
る
思
考
技

能

(
F
E
E
D
m
ω
E口
ω)
習
得
の
可
能
性
!
開
発
教
育
は
ど
の

よ
う
に
学
習
者
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
保
証
す
る
か
i
」
、
「
地

理
科
学
」
、
第
五
九
巻
第
三
号
、
地
理
科
学
会
、
一
八
四
l

一
九
二
頁
.

(
お
)
有
一
冗
秀
文
(
二

O
O
八
)
「
必
ず
「
苫
ω〉
型
読
解
力
」
が

育
つ
七
つ
の
授
業
改
革
i

「
読
解
表
現
力
」
と
「
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
リ

i
デ
イ
ン
グ
」
を
育
て
る
方
法

i
T
明
治
密
室
田
.

(
お
)
渡
田
秀
行
(
二

O
O
七
)
『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
を
育
む

毘
語
科
学
習
指
導
』
、
渓
水
社
.

(
幻
)
メ
ル
ヴ
ィ
・
バ
レ
、
マ
ル
ッ
ク
・
ト
ッ
リ
ネ
ン
、
リ
ト
バ
・

コ
ス
キ
パ
!
(
著
)
、
北
川
達
夫
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ

ソ
ッ
ド
普
及
会
(
訳
・
編
)
(
ニ

O
O
五
)
『
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
盟
諸
教
科
書
小
学
四
年
生
』
、
経
済
界

北
川
達
夫
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
普
及
会

(二

O
O
五
)
『
図
解
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
入
門
』
、

経
済
界
.

諸
葛
正
弥
(
二

O
O
八
)
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
メ
ソ
ッ
ド
実
践

テ
キ
ス
ト
」
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
.

諸
葛
正
弥
(
二

O
O
八
)
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
メ
ソ
ッ
ド
実
践

ド
リ
ル
」
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
‘

『
英
国
の
国
語
教
育
i

理
念
と
実

(
お
)
山
本
麻
子
(
一
九
九
九
)

際
」
、
リ

i
ベ
ル
出
版
.

山
本
麻
子
(
二

O
O
三
)
『
こ
と
ば
を
鍛
え
る
イ
ギ
リ
ス
の

学
校
i

国
語
教
育
で
何
が
で
き
る
か
』
、
岩
波
書
応
.

三
森
ゆ
り
か
(
二

O
O
二
)
「
絵
本
で
育
て
る
情
報
分
析
力
』
、

一
声
社
.

三
森
ゆ
り
か
(
二

O
O
二
)
「
論
理
的
に
考
え
る
力
を
引
き

出
す
i

親
子
で
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

i
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
!
』
、
一
声
社
.

三
森
ゆ
り
か
(
二

O
O
五
)
「
子
ど
も
の
た
め
の
論
理
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
リ
ン
ト
』
、

P
瓦

P
研
究
所
.

(
m
U
)

香
西
秀
信
(
一
九
九
五
)
『
反
論
の
技
術
』
、
明
治
図
書

中
村
敦
雄
(
一
九
九
三
)
『
日
常
言
語
の
論
理
と
レ
ト
リ
ッ

ク
』
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
.

中
村
敦
雄
(
一
九
九
七
)
「
国
語
科
教
育
に
お
け
る
批
判

的
思
考
に
関
す
る
一
考
察
!
エ
ニ
ス
の
理
論
を
高
校
国
語

教
科
書
に
適
用
し
た
調
査
を
踏
ま
え
て

i
H
「
学
芸
国
諸

国
文
学
』
、
東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会
、
第
二
九
号
、

間
三
l

五
二
頁
.

(
ぬ
)
有
働
玲
子
(
二

0
0
0
)
「
「
批
判
的
な
思
考
」
の
育
成

i

音
声
言
語
教
材
の
必
要
性
i

」
、
井
上
尚
美
(
編
集
代

- 220-



表
)
、
ヲ
一
一
一
口
語
論
理
教
育
の
探
究
』
、
東
京
書
籍
、

一
四
二
頁
.

(
出
)
柴
田
義
松
(
二

O
O
六
)
『
批
判
的
思
考
力
を
育
て
る
i

授

業
と
学
習
集
団
の
実
践
』
、
日
本
標
準

(
辺
)
新
屋
由
美
子
(
二

O
O
七
)
「
批
判
的
思
考
を
促
す
話
し
合

い
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
研
究
」
、
「
教
育
学
研
究
年
報
』
、

第
二
六
号
、
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
講
座
学
校
教
育
学
分

野
・
生
涯
教
育
学
分
野
、
一
二
五
l

四
九
頁

安
藤
香
織
、
田
所
真
生
子
(
編
著
)
(
二

O
O
二
)
『
実
践
!

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
ベ

i
ト
1

批
判
的
思
考
力
を
鍛
え

る

i
T
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
.

(
お
)
仁
野
平
智
明
(
二

O
O
六
)
「
高
等
学
校
に
お
け
る
批
判
的

思
考
力
を
育
む
『
読
む
こ
と
』
の
指
導
」
、
「
人
文
科
教
育

研
究
」
、
第
三
三
号
、
人
文
科
教
育
学
会
、
二
七
ー
四
凶

頁

(
M
A
)

山
本
俊
輔
(
二

O
一
一
)
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

で
き
る
子
を
育
て
る
i

授
業
づ
く
り
と
学
級
づ
く
り
を
通

し
て
」
、
「
児
童
心
理
行
第
六
五
巻
第
五
号
、
金
子
書
一
房
、

四
五

0
1
四
五
五
頁
.

松
尾
側
、
丸
野
俊
一
、
山
本
俊
輔
(
二

O
一
一
)
「
日
常
の

授
業
実
践
を
通
じ
て
児
童
の
批
判
的
思
考
は
い
か
に
育
ま

J¥ 

れ
る
か
」
、
「
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
、
第
四
分
間
教
職
科
編
、

第
六

O
号
、
九
一

i

一
O
一
頁

(
お
)
鈴
木
健
、
大
井
恭
子
、
竹
前
文
夫
(
編
著
)
(
二

O
O
六
)

「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
と
教
育
!
日
本
の
教
育
を

再
構
築
す
る
i
』
、
世
界
思
想
社
.

(
お
)
岩
崎
明
子
(
二

O
O
二
)
「
(
リ
ユ

t
gマ
子
宮
W
Z色
、
『
上
智

短
期
大
学
紀
安
門
第
二
二
巻
、
八
五
!
九
九
頁
.

(
幻
)
小
川
麻
紀
子
、
長
沢
由
喜
子
(
二

O
O
三
)
「
家
庭
科
指
導

に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
導
入
(
第

1
報
)

i

ア
メ
リ
カ

家
庭
科
教
科
書
の
教
師
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
み
る
指
導
上
の

方
略
i
H
『
日
本
家
庭
科
教
育
学
会
誌
』
、
第
四
五
巻
第

四
号
、
三
三
五
l

三
四
五
頁
.

小
川
麻
紀
子
、
長
沢
由
喜
子
(
二

O
O
三
)
「
家
庭
科
指
導

に
お
け
る
批
判
的
思
考
の
導
入
(
第
2
報
)

i

高
等
学
校
家

庭
科
の
家
族
・
家
庭
生
活
お
よ
び
保
育
領
域
に
お
け
る
実

践
的
検
討
i
」
、
「
日
本
家
庭
科
教
育
学
会
誌
』
、
第
四
五
巻

第
四
号
、
三
回
六
l

三
五
五
頁

(
お
)
花
城
梨
枝
子
(
一
九
九
四
)
「
消
費
者
教
育
に
お
け
る
意

思
決
定
i

批
判
的
思
考
能
力
の
開
発
i

」
、
『
消
費
者
教
育

論
」
、
今
井
光
映
、
中
原
秀
樹
(
編
)
、
有
斐
問
、
二
九
九
i

一
一
二
八
頁
.



(
ぬ
)
松
本
仲
示
(
一
九
九
八
)
「
考
え
る
場
を
保
障
し
た
理
科
授

業
i

批
判
的
思
考
の
育
成
を
目
指
し
て
i

」
、
「
理
科
の
教

育
」
、
第
四
七
巻
第
六
号
、
東
洋
館
出
版
社
、
三
六
回
l

三
六
七
一
良
.

(ω)
山
中
真
倍
、
木
下
博
義
(
二

O
一
一
)
「
批
判
的
思
考
力
育

成
の
た
め
の
理
科
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究
i

高
等
学
校

物
理
に
お
け
る
授
業
実
践
を
通
し
て
i

」
、
「
日
本
教
育
工

学
会
論
文
一
一
一
丘
、
第
三
五
巻
第
一
号
、
二
五
i

三
三
十
民

(
位
)
阿
部
靖
子
(
二

O
O
七
)
「
美
術
学
習
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
な
思
考
と
判
断
に
関
す
る
研
究
」
、
「
上
越
教
育
大
学

研
究
紀
要
行
第
二
六
巻
、
二
一
一

i

二
二
五
頁

(
位
)
何
本
信
一
(
二

O
一
一
)
「
音
楽
科
に
お
け
る
批
判
的
思

考
力
に
関
す
る
考
察

(
1
)
i
J局
次
思
考
力

i
E
m
y
q
E

C

三
号
門
y
z
f
z
m
ω
区
}T
と
の
関
連
を
視
点
と
し
て
i

」、

「
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
、
第
三
八
巻
、
二
ハ
五
l

一
六
九
頁
.

(
必
)
安
藤
輝
次
、
渡
辺
一
保
(
一
九
九
三
)
「
M
.
リ
ッ
プ
マ
ン

の
『
子
供
の
た
め
の
哲
学
」
の
検
討
」
、
『
福
井
大
学
教
育

学
部
紀
要
』
、
第
四
部
、
教
育
科
学
、
第
四
五
号
、
一
九
1

四
一
一
良
.

安
藤
輝
次
(
一
九
九
四
)
「
M

リ
ッ
プ
マ
ン
の

『
子
供
の

た
め
の
哲
学
い
(
日
)

i

小
学
校
高
学
年
向
け
教
科
書
を
中

心
に
i
」
、
宮
前
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
、
第
四
部
、
教
育

科
学
、
第
四
七
号
、
一

l

一
四
頁

有
馬
知
江
美
(
一
九
九
六
)
「
哲
学
教
育
に
関
す
る
考
察

(
I
)

!
形
式
陶
冶
と
し
て
の
哲
学
教
育
i
」
、
『
作
新
学
院
女
子

短
期
大
学
紀
要
」
、
第
二

O
号
、
二
ニ
七
i

一
五
九
頁

有
馬
知
江
美
(
一
九
九
七
)
「
哲
学
教
育
に
関
す
る
考
察

(
E
)

i

幼
児
の
哲
学
の
可
能
性
i

H

「
作
新
学
院
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
、
第
一
一
一
号
、
一
八
七
ー
二

O
七
頁
.

(
仏
)
平
久
江
祐
司
(
一
九
九
六
)
「
学
校
図
書
館
利
用
教
育
に
お

け
る
批
判
的
思
考
の
育
成
i

情
報
の
評
価
ス
キ
ル
と
し
て

の
役
割
i

H

『
図
書
館
学
会
年
報
』
、
第
四
二
巻
第
四
号
、

日
本
歯
書
館
学
会
、
一
八
一

i

一
九
八
頁
.

(
伍
)
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
教
育
省
(
編
)
、

F
C
T
(市
民

の
テ
レ
ピ
の
会
)
(
訳
)
(
一
九
九
二
)
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ

i
T
リ
ベ
ル
タ
出
版
.

菅
谷
明
子
(
二

0
0
0
)
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

l

i
世
界
の
現
場
か
ら
i
』
、
岩
波
書
店

鈴
木
み
ど
り
(
編
)
(
一
九
九
七
)
『
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
、
世
界
思
想
社

ト
ロ
ン
ト
市
教
育
委
員
会
(
編
)
、
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田
孝
(
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(
一
九
九
八
)
『
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

l
授
業
入
門
』
、
学

事
出
版

上
杉
嘉
見
(
二

O
O
八
)
『
カ
ナ
ダ
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
1
教
育
」
、
明
石
書
庖

(
必
)
村
上
郷
子
(
二

O
O
九
)
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

i
教
育

と
批
判
的
思
考
」
、
『
埼
玉
学
鴎
大
学
紀
要
(
人
関
学
部
篇
)
』
、

第
九
号
、
二
五
七
l

二
六
六
頁

(
幻
)
演
口
奈
美
、
和
田
正
人
(
二

O
O
四
)
「
蕗
業
広
告
に
関

す
る
批
判
的
態
度
の
育
成
」
、
『
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

開
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
」
、
第
二
八
集
、

一
一
三
ニ

1
1
4

一
四
六
頁
.

児
童
言
語
研
究
会
(
編
著
)
(
二

O
O
五
)
「
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
!
を
伸
ば
す
思
語
の
授
業
小
学
校
編
』
、

光

十
ム
.

4
A
i
 

光
野
公
司
郎
(
二

O
O
二
)
「
国
語
科
教
育
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ

i
教
育
i

説
明
的
文
章
指
導
(
中
学
校
第

二
学
年
)
に
お
い
て
の
批
判
的
思
考
力
育
成
の
実
践
を
中

心
に
i

」
、
百
四
語
科
教
育
行
第
五
二
集
、
全
国
大
学
問
凶
器
開

教
育
学
会
、
五
六
i

六
三
頁

由
井
は
る
み
(
編
著
)
(
二

O
O
二
)
「
盟
諸
科
で
で
き
る

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

i
学
習
」
、
明
治
露
骨
一
回

(
州
知
)
後
藤
康
志
(
二

O
O
五
)
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

i
尺
度

の
作
成
に
関
す
る
研
究
」
、
「
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
、

第
二
九
巻
増
刊
号
、
七
七
l

八
O
頁

後
藤
康
志
(
二

O
O
六
)
「
学
習
者
の
巧
与
情
報
に
対
す

る
批
判
的
患
考
の
発
達
」
、
『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
、

第
三

O
巻
増
刊
号
、
二
一
了
一
六
頁
.

後
藤
康
志
(
二

O
O
七
)
「
巧
与
情
報
に
対
す
る
批
判
的

思
考
の
知
識
の
発
達
」
、
「
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
、
第

=
二
巻
増
刊
号
、
一

O
一
i

一
O
四
頁

後
藤
康
志
、
丸
山
裕
輔
(
二

O
O
九
)
「
メ
デ
ィ
ア
に
対
す

る
批
判
的
思
考
を
育
成
す
る
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
」
、

『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
、
第
三
三
巻
増
刊
号
、
八
九
1

九
二
真
.

(ω)
高
橋
雄
一
、
相
良
順
子
(
二

O
O
九
)
「
テ
レ
ビ
視
聴
時
に

お
け
る
殺
の
介
入
と
小
学
生
の
批
判
的
思
考
i
毅
へ
の
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

i
講
座
を
通
し
て
1

」
、
『
教
育
メ
デ
ィ

ア
研
究
』
、
第
一
六
巻
第
一
号
、
日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学

会
、
四
一

1

五
二
頁
.

(
印
)
古
田
貴
久
、
糊
津
秀
樹
(
二

O
O
七
)
「
ア
ニ
メ
の
力
学
的

正
誤
の
判
断
に
お
け
る
力
学
的
問
題
解
決
能
力
の
批
判
的

思
考
態
度
に
対
す
る
優
位
性
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
教
育
工
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学
会
論
文
誌
い
、
第
一
一
二
巻
増
刊
号
、
五
七
i

六
O
頁

(
引
)
青
榔
西
蔵
、
石
井
裕
側
、
下
回
宏
、
伊
丹
悠
入
、
富
江
宏
、

北
川
欽
也
、
河
原
恵
(
二

O
一
O
)
「
教
育
用
デ
ィ
ベ

i
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
学
習
単
一
花
の
提
案
と
批
判
的
思
考

態
度
穣
成
効
果
の
評
価
」
、
「
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
」
、

第
三
三
巻
第
四
号
、
四
一
一

i

四
二
二
頁
.

(
臼
)
木
村
理
恵
子
(
二

0
0
こ
「
ア
メ
リ
カ
教
育
改
革
に
関

す
る
一
考
察
i

批
判
的
思
考
に
焦
点
を
当
て
て
i

」
、
『
国

際
研
究
論
叢
」
、
第
一
四
巻
特
別
号
、
大
阪
国
際
大
学
、

一
九
五
l

一一一

O
頁
.

(
日
)
抱
井
尚
子
(
二

O
O
四
)
「
一
二
世
紀
の
大
学
教
育
に
お
け

る
批
判
的
思
考
教
育
の
展
望
i

協
調
型
批
判
的
忠
考
の
可

能
性
を
求
め
て
i

」
、
室
内
山
思
際
政
経
論
集
』
、
第
六
三
号
、

青
山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
会
、
一
二
九
i

一
五
六

γ

民
.

抱
井
尚
子
(
二

O
O
五
)
「
ポ
ス
ト
論
理
主
義
モ
デ
ル
の
批

判
的
思
考
と
そ
の
実
現
形
態
に
つ
い
て
i

相
補
代
替
療
法

の
使
用
を
め
ぐ
る
医
療
的
意
思
決
定
か
ら
の
考
察
i

」
、
『
青

山
田
際
政
経
論
集
可
第
六
六
号
、
青
山
学
院
大
学
国
際
政

治
経
済
学
会
、
七
一

i

一一

O
頁

(
M
)
久
保
田
祐
歌
(
二

O
一
O
)
「
ど
の
よ
う
な
授
業
で
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
教
え
ら
れ
る
か
」
、
『
名
古
屋
高
等
教

育
研
究
い
、
第
一

O
号
、
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
五
三
i

二
六
八
一
頁
.

(
日
)
荻
原
哲
、
望
月
太
郎
(
二

O
O
七
)
「
ア
ジ
ア
型
ク
リ
テ
イ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
教
育
モ
デ
ル
を
求
め
て
i

東
南
ア

ジ
ア
の
諸
大
学
に
お
け
る
教
育
実
践
i
」
、
『
大
阪
大
学
大
学

教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
、
第
四
号
、
四
一
一
了
五
二
一
回
、
.

(
部
)
権
睦
(
一
九
九
六
)
「
批
判
的
思
考
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
、

『プ

i
ル
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
、
第
三
六
号
、
二
六
三
l

二
八
二
頁
.

(
幻
)
永
井
健
夫
(
一
九
九
八
)
「
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
大
学

の
課
題
j
伝
達
型
の
教
育
か
ら
『
批
判
的
思
考
」
の
た
め

の
教
育
へ
」
、
『
大
学
改
革
と
生
涯
学
習
』
、
第
二
号
、
山
梨

学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
六
六
i

八
四
頁
.

(
お
)
若
山
昇
(
二

O
O
九
)
「
大
学
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
演
習
授
業
の
効
果
1

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
に
対
す
る
志
向
性
と
認
知
欲
求
の
変
化
か
ら
」
、
『
大
学

教
育
学
会
誌
』
、
第
二
二
巻
第
一
号
、
大
学
教
育
学
会
、

一
四
五
i

一
五
三
頁
.

若
山
昇
(
二

O
一
一
)
「
大
学
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
演
習
授
業
の
効
果

(
2
)
i
受
講
の
有
無
、
卒

- 224-



業
後
の
目
標
の
有
無
か
ら
の
分
析
l

」
、
『
帝
京
法
学
」
、
第

二
七
巻
第
一
号
、
帝
京
大
学
法
学
会
、
一
一
一
五
1

五
O
頁

(
ぬ
)
武
田
明
典
、
平
山
る
み
、
楠
見
孝
(
二

O
O
六
)
「
大
学
初

年
次
教
育
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
学
習
と
討
論
i

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
育
成
の
試
み
i

」
、
「
筑
波
大
学
学
校

教
育
学
会
誌
』
、
第
二
二
号
、
一

i

一
五
頁
.

武
田
明
典
、
村
瀬
公
胤
、
中
西
良
文
、
石
岡
克
俊
、
山
口

美
和
(
二

O
一
O
)
「
高
等
教
育
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
i

初
年
次
教
育
・
法
学
・
看
護
学
に
お

け
る
実
践
比
較
i

」
、
「
神
田
外
語
大
学
紀
要
』
、
第
二
二
号
、

三
六
三
i

三
八
三
頁
.

武
田
明
典
、
村
瀬
公
胤
、
苅
野
進
(
一
一

O
一
一
)
「
ロ
ジ
カ

ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
授
業
実
践
!
児
童
・
生
徒
府
批
判
的
思

考
l

学
習
態
度
尺
度
を
用
い
て

i
H
「
神
田
外
語
大
学
紀

要
」
、
第
二
三
号
、
二
六
九
i

二
九
二
頁
.

(ω)
佐
藤
涼
子
(
二

O
O
一
)
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考
に
よ
る
グ

ロ
l
バ
ル
問
題
英
語
学
習
」
、
「
自
然
人
間
社
会
』
、
第
三
一

号
、
関
東
学
院
大
学
、
二

O
五
i

二
二
七
頁

(
引
)
鎌
田
裕
文
(
二

O
O
沼
)
「
教
職
科
目
「
社
会
・
公
民
科
指

導
法
』
に
み
ら
れ
る
デ
ィ
ベ

l
ト
授
業
の
影
響
i

批
判
思

考
能
力
の
効
果
測
定
の
試
み
i

」
、
「
大
学
教
育
』
、
第
一

O

号
、
九
州
大
学
、
四
一

l

五
八
頁
.

(
臼
)
井
門
正
美
(
二

O
O
三
)
「
批
判
的
思
考
力
を
育
て
る
教
師

教
育
教
材
の
開
発
と
実
践
j
『
障
害
が
あ
る
」
・
『
障
害
を
も

っ
』
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て

i
H
『
秋
田
大
学
教
育
文
化
学

部
教
育
実
践
研
究
紀
要
』
、
第
二
五
号
、
九
!
一
六
頁
.

(
臼
)
谷
川
裕
稔
(
二

O
O
一
二
)
『
保
育
者
の
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」
、
明
治
図
書

(
悦
)
稲
葉
光
行
(
二

O
O
七
)
「
わ
∞
門
戸
環
境
に
お
け
る
協
調
的

教
材
構
築
を
通
し
た
大
学
生
の
批
判
的
思
考
態
度
の
促
進

に
関
す
る
研
究
」
、
『
政
策
科
学
』
、
第
一
回
巻
第
三
号
、

立
命
館
大
学
政
策
科
学
会
、
二
一
了
二
四
頁
.

(
臼
)
三
宮
真
智
子
、
森
康
彦
(
二

0
0
こ
「
メ
タ
認
知
能
力
を

高
め
る
「
考
え
方
学
習
』
の
開
発
i

情
報
の
主
体
的
な
活

用
に
向
け
て
i

」
、
『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
、
第
二
五

巻
第
一
号
、
二
一
了
二
五
頁

三
宮
真
智
子
(
二

O
O
二
)
「
考
え
る
心
の
し
く
み
i

カ
ナ

リ
ア
学
園
の
物
語
i
』
、
北
大
路
書
房

(ω)
道
田
泰
司
(
二

O
O
凶
)
「
批
判
的
思
考
は
良
い
思
考
か
?
」
、

「
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
六
回
集
、
一
二
三
三
l

三
郎
六
一
良
.

つム
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